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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｃ）少なくとも１種のリン光性エミッター単位を含有する化合物Ａ、および
　（ｄ）少なくとも１種のリン光性エミッター単位を含有する化合物Ｂ
　からなり、化合物Ａが４０００ｇ／ｍｏｌ以下の分子量を有する小分子であり、化合物
Ｂが非共役ポリマーまたは非共役デンドリマーである混合物。
【請求項２】
　前記ポリマーまたはデンドリマーは、ホスト材料の群から選択される少なくとも１種の
繰り返し単位を含有する、請求項１に記載の混合物。
【請求項３】
　前記リン光性エミッター単位は金属－リガンド配位化合物を含む単位である、請求項１
または２に記載の混合物。
【請求項４】
　化合物Ｂが主鎖骨格を含有するポリマーである、請求項１～３の１項以上に記載の混合
物。
【請求項５】
　前記ポリマーは側鎖を有する、請求項４に記載の混合物。
【請求項６】
　前記化合物Ｂのリン光性エミッター単位は、主鎖骨格中に繰り返し単位として存在する
か、側鎖中に繰り返し単位として存在する、請求項５に記載の混合物。



(2) JP 6258036 B2 2018.1.10

10

20

30

40

50

【請求項７】
　電荷輸送単位が側鎖中に存在する、請求項５又は６に記載の混合物。
【請求項８】
　電荷輸送単位が正孔輸送単位または電子輸送単位である、請求項７に記載の混合物。
【請求項９】
　電荷輸送単位が２つの側鎖中に存在し、一方の電荷輸送単位が正孔輸送単位であり、他
方の電荷輸送単位が電子輸送単位である、請求項７又は８に記載の混合物。
【請求項１０】
　主鎖骨格が、化合物Ａのリン光性エミッター単位および化合物Ｂのリン光性エミッター
単位の三重項準位よりも高いエネルギーを有する三重項準位を有する、請求項４～９の１
項以上に記載の混合物。
【請求項１１】
　化合物Ａ及びＢの一方の放出バンドの最大値が、他方の化合物の放出バンドの最大値よ
りも短い波長である、請求項１～１０の１項以上に記載の混合物。
【請求項１２】
　化合物Ａの放出バンドが、化合物Ｂの吸収バンドの波長範囲と重複する波長範囲内であ
る、請求項１～１１の１項以上に記載の混合物。
【請求項１３】
　化合物Ａの放出バンドの最大値は青色光の波長領域内であり、化合物Ｂの放出バンドの
最大値は緑色または赤色光の波長領域内である、請求項１～１２の１項以上に記載の混合
物。
【請求項１４】
　化合物Ａの放出バンドの最大値は緑色光の波長領域内であり、化合物Ｂの放出バンドの
最大値は赤色光の波長領域内である、請求項１～１２の１項以上に記載の混合物。
【請求項１５】
　電子デバイスにおける請求項１～１４の１項以上に記載の混合物の使用。
【請求項１６】
　請求項１～１４の１項以上に記載の混合物を含有する有機エレクトロルミネッセンス素
子であって、好ましくは、有機発光素子（ＯＬＥＤ）、有機発光電気化学電池（ＯＬＥＣ
）、有機発光トランジスタ（ＯＬＥＴ）、有機集積回路（Ｏ－ｌＣ）、有機電界効果トラ
ンジスタ（Ｏ－ＦＥＴ）、有機薄膜トランジスタ（Ｏ－ＴＦＴ）、有機太陽電池（Ｏ－Ｓ
Ｃ）、色素増感有機太陽電池（ＤＳＳＣ）、有機光学検波器、有機感光体、有機電場消光
素子（Ｏ－ＦＱＤ）、有機レーザーダイオード（Ｏ－レーザー）及び「有機プラズモン放
出素子」からなる群から選択される有機エレクトロルミネッセンス素子。
【請求項１７】
　請求項１～１４の１項以上に記載の混合物、及び、少なくとも１種の溶剤を含有する配
合物、特に、溶液、分散液又はエマルジョン。
【発明の詳細な説明】
【発明の概要】
【０００１】
　本発明は、それぞれがエミッター単位を含有する２つの異なる化合物ＡおよびＢを含み
、化合物の少なくとも一方がポリマーである、混合物に関する。本発明は、ポリマービル
ディングブロックとして共有結合している２つの放出単位を含有する非共役ポリマーまた
はデンドリマー、電子素子における混合物、ポリマーまたはデンドリマーの使用、混合物
、ポリマーまたはデンドリマーを含む電子素子、および溶剤中に混合物、ポリマーまたは
デンドリマーを含む配合物にさらに関する。
【０００２】
　有機、有機金属および／または高分子半導体を含む電子素子は、市販製品においてこれ
まで以上に頻繁に使用されてきている、または市場にまさに導入されようとしている。こ
こで言及されてもよい例は、写真複写機における有機ベースの電荷輸送材料（概してトリ
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アリールアミンベースの正孔輸送体）および表示素子における有機もしくは高分子発光ダ
イオード（ＯＬＥＤもしくはＰＬＥＤ）、または複写機における有機感光体である。有機
太陽電池（Ｏ－ＳＣ）、有機電界効果トランジスタ（Ｏ－ＦＥＴ）、有機薄膜トランジス
タ（Ｏ－ＴＦＴ）、有機集積回路（Ｏ－ＩＣ）、有機光学増幅器または有機レーザーダイ
オード（Ｏ－レーザー）も開発の進行段階にあり、将来の主な重要性を実現する可能性が
ある。
【０００３】
　これらの電子および光電子素子の多くは、特定の用途にかかわりなく、下記の一般的な
層構造を有し、これは、特定の用途に適合され得る：
（１）基板、
（２）電極、高頻度で金属または無機であるが、有機または高分子伝導性材料から作られ
ることもある、
（３）電極のムラの補正のための電荷注入層または中間層（「平坦化層」）、高頻度で伝
導性ドープポリマーから作られる、
（４）有機半導体、
（５）場合によりさらなる電荷輸送または電荷注入または電荷ブロッキング層、
（６）対電極、（２）で言及された材料、
（７）封入。
【０００４】
　上記の配置は、光電子素子の一般的構造を表し、ここで、種々の層を組み合わせること
ができるため、最も簡単な事例においては、間に有機層が位置する２つの電極を含む配置
が生じる。この事例における有機層は、光の放出を含むすべての機能を果たす。この種類
のシステムは、たとえば、ポリ（ｐ－フェニレン）に基づくＷＯ９０／１３１４８Ａ１に
おいて記述されている。
【０００５】
　しかしながら、この種類の「三層システム」において起こる問題は、それらの特性につ
いて異なる層において個々の構成要素を最適化できないことであり、たとえば、多層構造
によるＳＭＯＬＥＤ（「小分子ＯＬＥＤ」）の事例においては簡単に解決されるようなも
のである。「小分子ＯＬＥＤ」は、たとえば、１つ以上の有機正孔注入層、正孔輸送層、
放出層、電子輸送層および電子注入層、ならびにアノードおよびカソードからなり、ここ
で、システム全体は、通常、ガラス基板上に位置する。この種類の多層構造の利点は、電
荷注入、電荷輸送および放出の種々の機能を種々の層に分割することができ、故にそれぞ
れの層の特性を別個に修正できることにある。
【０００６】
　ＳＭＯＬＥＤ素子における層は、通常、真空チャンバーにおける気相蒸着によって適用
される。しかしながら、このプロセスは複雑であり、故に高価であり、かつ、特に巨大分
子、たとえばポリマーなどに不適切であるだけでなく、多くの小分子にも不適切であり、
これらは気相蒸着条件下では高頻度で分解する。
【０００７】
　溶液からの層の適用はしたがって有利であり、この場合、小分子とオリゴマーまたはポ
リマーの両方を、溶液から加工することができる。
【０００８】
　Ｎａｔｕｒｅ（Ｌｏｎｄｏｎ）（１９９８）、３９５、１５１頁におけるＦｏｒｒｅｓ
ｔによる最初の報告以来、この１０年の間に、ＳＭＯＬＥＤにおけるリン光について性能
の大幅な増加が起こった。特に、いわゆる「二重ドーピング」アプローチは、赤色リン光
性ＯＬＥＤの総合的性能を改善する非常に有望な手法である。故に、たとえば、Ｓｔｅｐ
ｈｅｎ　Ｒ．Ｆｏｒｒｅｓｔら、Ｊ．Ａｐｐｌ．Ｐｈｙｓ．（０２）、９２、８７頁は、
ホスト化合物としてのポリ（９－ビニルカルバゾール）（ＰＶＫ）が１つ以上のリン光性
シクロメタル化Ｉｒ（ＩＩＩ）錯体でドープされている、効率的なポリマー（ＰＨＯＬＥ
Ｄ）について報告している。
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【０００９】
　ＵＳ２００２１２５８１８は、２つの異なるリン光性化合物でドープされた電子または
正孔輸送ホストを既に公開している。ＵＳ２００７０２４７０６１Ａ１は、２つのリン光
性化合物でドープされたホストを開示しており、ここで、少なくとも１０ｃｄ／ｍ2の光
束密度が第二の化合物を含むＯＬＥＤから少なくとも９５パーセントの放出効率で生成さ
れる少なくとも１つの電圧がある。
【００１０】
　いわゆる「二重ドーピング」に関する開示のほとんどは、気相蒸着によって適用され得
るＳＭＯＬＥＤまたは溶液から加工されるＰＶＫ（ポリビニルカルバゾール）のいずれか
に基づくものであり、ここで、少なくとも３つのコンポーネントが放出層中に存在する（
２つの相互作用するエミッター化合物およびマトリックス材料（ホスト））。ここで起こ
る問題は、一方では、ＰＶＫが使用される素子の比較的短い寿命であり、他方では、３つ
のコンポーネントの使用または所望の溶液ベースの大量生産用の混合物の使用において、
コンポーネントの相分離が発生し、これが所望のエネルギー伝達を損なう（フェルスター
またはデクスター機構によって）という事実である。
【００１１】
　溶液ベースのＳＭＯＬＥＤの事例におけるさらなる主な問題は、膜形成である。使用さ
れる材料は、高頻度で溶剤に極めて容易に可溶であり、たとえばインクジェット印刷によ
って基板に適用され得る。しかしながら、多くの材料は、溶剤中の小分子の高移動度によ
って引き起こされる良好な膜形成特性を呈さない。
【００１２】
　したがって、本発明の目的は、２つのエミッター分子をいずれも含有し、エネルギー伝
達を効率的に確保することができ、故に放出効率を増加させることができ、同時に、溶液
から加工される生成プロセスのためのコンポーネントのより良好な溶解度およびより良好
な膜形成特性を実現することもできる、新規混合物および新規ポリマーまたはデンドリマ
ーの提供にあった。
【００１３】
　本発明における用語「エネルギー伝達」は、たとえば、フェルスター（Ｔ．Ｆｏｒｓｔ
ｅｒ、「Ｚｗｉｓｃｈｅｎｍｏｌｅｋｕｌａｒｅ　Ｅｎｅｒｇｉｅｗａｎｄｅｒｕｎｇ　
ｕｎｄ　Ｆｌｕｏｒｅｓｚｅｎｚ」［Ｉｎｔｅｒｍｏｌｅｃｕｌａｒ　Ｅｎｅｒｇｙ　Ｍ
ｉｇｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｃｅ］、Ａｎｎ．Ｐｈｙｓｉｃ．（１
９４８）、４３７、５５を参照）またはデクスター（Ｄ．Ｌ．Ｄｅｘｔｅｒ、Ｊ．Ｃｈｅ
ｍ．Ｐｈｙｓ．、（１９５３）２１、８３６を参照）によって記述されている通り、エネ
ルギーが励起された色素（ドナー）から第二の色素（アクセプター）へ放射線なしに伝達
される物理的プロセスを意味すると解される。
【００１４】
　前記目的は、下記：
（ａ）少なくとも１種のリン光性エミッター単位を含有する、または少なくとも１種のリ
ン光性単位からなる化合物Ａ、および
（ｂ）少なくとも１種の放出単位を含有する、または放出単位からなる化合物Ｂ
を含み、２つの化合物ＡおよびＢの少なくとも一方が、ポリマーまたはデンドリマーであ
る、混合物の提供によって実現された。
【００１５】
　化合物ＡおよびＢは、好ましくは、異なる放出バンドを有する。
【００１６】
　本発明における放出単位は、蛍光エミッター単位またはリン光性エミッター単位のいず
れかを意味すると解される。
【００１７】
　本発明の意味での蛍光エミッター単位は、一般的な用語で、好ましくは可視領域におい
て、励起一重項状態から光を放出する単位である。
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【００１８】
　リン光性エミッターは、概して、比較的高いスピン多重度、すなわち１より大きいスピ
ン状態を有する励起状態から、たとえば、励起三重項状態（三重項エミッター）から、Ｍ
ＬＣＴ混合状態または五重項状態（五重項エミッター）からルミネッセンスを呈する単位
を意味すると解される。適切なリン光性エミッター単位は、特に、好ましくは可視領域に
おいて、適切な励起で光を放出し、加えて、３８より大きく８４より小さい原子番号、特
に好ましくは５６より大きく８０より小さい原子番号を有する少なくとも１個の原子を含
有する化合物である。好ましいリン光エミッターは、銅、モリブデン、タングステン、レ
ニウム、ルテニウム、オスミウム、ロジウム、イリジウム、パラジウム、白金、銀、金ま
たはユーロピウムを含有する化合物、特に、イリジウム、白金または銅を含有する化合物
である。上述したエミッターの例は、出願ＷＯ００／７０６５、ＷＯ０１／４１５１２、
ＷＯ２００２／０２７１４、ＷＯ２００２／１５６４５、ＥＰ１１９１６１３、ＥＰ１１
９１６１２、ＥＰ１１９１６１４、ＷＯ２００５／０３３２４４によって明かされている
。概して、リン光性ＯＬＥＤのための先行技術に従って使用される、および有機エレクト
ロルミネッセンスの分野における当業者に知られているすべてのリン光性錯体が適切であ
る。
【００１９】
　本出願において、用語ポリマーは、高分子化合物とオリゴマー化合物の両方を意味する
と解される。本発明による高分子化合物は、好ましくは１０～１００００個、特に好まし
くは２０～５０００個、特に５０～２０００個の繰り返し単位を有する。本発明によるオ
リゴマー化合物は、好ましくは３～９個の構造単位を有する。本明細書におけるポリマー
の分枝因子は、０（線状ポリマー、分枝点なし）乃至１（完全分枝デンドリマー）である
。
【００２０】
　本出願における用語「デンドリマー」は、多機能の中心（コア）から構築され、これに
分枝モノマーが正規構造で結合されて樹状構造を得る、高度分枝化合物を意味すると解さ
れるように意図されている。中心およびさらにモノマーの両方は、純粋に有機の単位と有
機金属化合物または配位化合物の両方からなる本明細書における任意の所望の分枝構造を
採用することができる。本明細書における「デンドリマー」は、概して、たとえば、Ｍ．
ＦｉｓｃｈｅｒおよびＦ．Ｖｏｇｔｌｅ（Ａｎｇｅｗ．Ｃｈｅｍ．，Ｉｎｔ．編、１９９
９、３８、８８５）によって記述されている通りに理解されるように意図されている。
【００２１】
　本発明において、化合物Ａのリン光性エミッター単位または化合物Ｂのエミッター単位
のいずれかは、ドナーとしての役割を果たすことができ、それぞれの他の単位は、前記エ
ネルギー伝達の意味でアクセプターとしての役割を果たすことができる。本発明に従って
、より短い波長で放出するエミッター単位をドナーと称し、より長い波長で放出するエミ
ッター単位をアクセプターと称する。
【００２２】
　本発明による混合物のポリマーまたはデンドリマーは、好ましくは、ホスト材料の群か
ら選択される少なくとも１種の繰り返し単位を含有する。
【００２３】
　本出願における繰り返し単位は、ポリマーを得るための重合に用いたモノマーを起源と
するポリマー中の単位を意味すると解される。
【００２４】
　本発明におけるホスト材料は、電子素子の放出層においてドーパントのためのマトリッ
クス材料としての役割を果たす材料を意味すると解され、これは好ましくは、前記ポリマ
ーを表さない化合物ＡまたはＢの１つである。
【００２５】
　電子素子において適切なマトリックス材料は、当業者に知られており、本発明の目的と
して使用され得る。本発明において、これらは繰り返し単位の形態である、すなわち、マ
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トリックス材料として適切なすべての化合物が、各事例においてポリマーのさらなる繰り
返し単位との２つの結合を有する二価化合物である。これらの化合物の２個の水素原子の
いずれかが存在しておらず、かつさらなる繰り返し単位との結合はこの位置において出現
する（マトリックス化合物はポリマー骨格の一部である）か、またはこれらの化合物の１
個の水素原子が存在しておらず、かつビニル基を含有するラジカルが、重合に用いたモノ
マー中のこの位置に位置するため、ポリマーはポリビニルポリマー（ポリマーの側鎖中の
マトリックス化合物）である。第一の事例において、重合は、好ましくは、鈴木カップリ
ング、ブッフバルトカップリング、山本カップリングによって、第二の事例において、好
ましくは、ビニル単位の酸またはフリーラジカル誘発性連鎖反応によって発生する。
【００２６】
　本発明による混合物中に存在するポリマーのための、電子素子において適切なマトリッ
クス材料は、たとえば、ＣＢＰ（Ｎ，Ｎ－ビスカルバゾリビフェニル）、カルバゾール誘
導体（たとえば、ＷＯ２００５／０３９２４６、ＵＳ２００５／００６９７２９、ＪＰ２
００４／２８８３８１、ＥＰ１２０５５２７またはＷＯ２００８／０８６８５１に従って
）、アザカルバゾール（たとえば、ＥＰ１６１７７１０、ＥＰ１６１７７１１、ＥＰ１７
３１５８４、ＪＰ２００５／３４７１６０に従って）、ケトン（たとえば、ＷＯ２００４
／０９３２０７に従って、またはＤＥ１０２００８０３３９４３に従って）、ホスフィン
オキシド、スルホキシドおよびスルホン（たとえば、ＷＯ２００５／００３２５３に従っ
て）、オリゴフェニレン、芳香族アミン（たとえば、ＵＳ２００５／００６９７２９に従
って）、双極性マトリックス材料（たとえば、ＷＯ２００７／１３７７２５に従って）、
シラン（たとえば、ＷＯ２００５／１１１１７２に従って）、９，９－ジアリールフルオ
レン誘導体（たとえば、ＤＥ１０２００８０１７５９１に従って）、アザボロールまたは
ボロン酸エステル（たとえば、ＷＯ２００６／１１７０５２に従って）、トリアジン誘導
体（たとえば、ＤＥ１０２００８０３６９８２に従って）、インドロカルバゾール誘導体
（たとえば、ＷＯ２００７／０６３７５４またはＷＯ２００８／０５６７４６に従って）
、インデノカルバゾール誘導体（たとえば、未公開出願ＤＥ１０２００９０２３１５５．
２およびＤＥ１０２００９０３１０２１．５に従って）、ジアザホスホール誘導体（たと
えば、未公開出願ＤＥ１０２００９０２２８５８．６に従って）、トリアゾール誘導体、
オキサゾールおよびオキサゾール誘導体、イミダゾール誘導体、ポリアリールアルカン誘
導体、ピラゾリン誘導体、ピラゾロン誘導体、ジスチリルピラジン誘導体、チオピランジ
オキシド誘導体、フェニレンジアミン誘導体、第三級芳香族アミン、スチリルアミン、ア
ミノ置換カルコン誘導体、インドール、ヒドラゾン誘導体、スチルベン誘導体、シラザン
誘導体、芳香族ジメチリデン化合物、カルボジイミド誘導体、８－ヒドロキシキノリン誘
導体の金属錯体、たとえば、ＡｌＱ3であり、８－ヒドロキシキノリン錯体は、トリアリ
ールアミノフェノールリガンド（ＵＳ２００７／０１３４５１４Ａ１）、金属錯体ポリシ
ラン化合物、ならびにチオフェン、ベンゾチオフェンおよびジベンゾチオフェン誘導体を
含有していてもよい。
【００２７】
　本発明による混合物のポリマーが、繰り返し単位、特に後述する電子輸送材料および正
孔輸送材料の繰り返し単位として、上記で言及したマトリックス材料の２つ以上を含有す
ることがさらに好ましい。
【００２８】
　好ましいカルバゾール誘導体の例は、ｍＣＰ（＝１，３－Ｎ，Ｎ－ジカルバゾールベン
ゼン（＝９，９’－（１，３－フェニレン）ビス－９Ｈ－カルバゾール）、式（１１６）
、ＵＳ２００５／０２４９９７６）、ＣＤＢＰ（＝９，９’－（２，２’－ジメチル［１
，１’－ビフェニル］－４，４’－ジイル）ビス－９Ｈ－カルバゾール）、１，３－ビス
（Ｎ，Ｎ’－ジカルバゾール）ベンゼン（＝１，３－ビス（カルバゾール－９－イル）ベ
ンゼン）、３，５－ジ（９Ｈ－カルバゾール－９－イル）ビフェニル、および以下で示す
式（１）～（５）を有するさらなる化合物である（ＵＳ２００７／０１２８４６７、ＵＳ
２００７／０１２８４６７も参照）。
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【化１－２】

【００２９】
　本発明の意味でさらに好ましいマトリックス材料は、たとえば、ＵＳ００４／２０９１
１５、ＵＳ２００４／０２０９１１６、ＵＳ２００７／００８７２１９、ＵＳ２００７／
００８７２１９、およびＨ．Ｇｉｌｍａｎ、Ｅ．Ａ．Ｚｕｅｃｈ、Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ＆
Ｉｎｄｕｓｔｒｙ（Ｌｏｎｄｏｎ、Ｕｎｉｔｅｄ　Ｋｉｎｇｄｏｍ）、１９６０、１２０
において開示されているＳｉテトラアリール化合物であり、本明細書においては、式（６
）～（１３）の化合物が特に好ましい。
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【化２】

【００３０】
　リン光性ドーパントに特に好ましいマトリックス材料は、ＥＰ６５２２７３、ＤＥ１０
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２００９０２２８５８．６、ＤＥ１０２００９０２３１５５．２、ＷＯ２００７／０６３
７５４およびＷＯ２００８／０５６７４６中の化合物であり、特に、式（１４）～（１７
）の化合物である。
【化３】

【００３１】
　上記で言及した通り、マトリックス材料は本発明による混合物のポリマー中に繰り返し
単位として存在するため、前記化合物は、２つの水素原子が存在せず、ポリマーのさらな
る繰り返し単位との結合がこれらの位置のそれぞれにおいて存在する、二価の単位である
。
【００３２】
　さらに、本発明に従って、下記のビニル基含有モノマーが、本発明による混合物のポリ
マーを得るための重合に用いられることが好ましい。
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【００３３】
　さらに、本発明に従って、下記のモノマーが、本発明による混合物のポリマーを得るた
めの鈴木重合に用いられることが好ましい。
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【化５－２】

【００３４】
　本発明の一態様において、本発明による混合物の化合物Ｂの少なくとも１種の放出単位
は、蛍光エミッター単位である。蛍光エミッター単位は、下記の化合物：５～６０個の芳
香族環原子を有する単もしくは多環式芳香族もしくはヘテロ芳香族環系、またはトラン、
スチルベンもしくはビススチリルアリーレン誘導体も包含し、そのそれぞれは、１つ以上
のラジカルＲにより置換されていてもよい。本明細書においては、１，４－フェニレン、
１，４－ナフチレン、１，４－もしくは９，１０－アントリレン、１，６－、２，７－も
しくは４，９－ピレニレン、３，９－もしくは３，１０－ペリレニレン、４，４’－ビフ
ェニリレン、４，４’’－テルフェニリレン、４，４’－ビ－１，１’－ナフチリレン、
４，４’－トラニレン、４，４’－スチルベニレン、４，４’’－ビススチリルアリーレ
ン、ベンゾチアジアゾールおよび対応する酸素誘導体、キノキサリン、フェノチアジン、
フェノキサジン、ジヒドロフェナジン、ビス（チオフェニル）アリーレン、オリゴ（チオ
フェニレン）、フェナジン、ルブレン、ペンタセンもしくはペリレン誘導体（これは、好
ましくは置換されているか、または好ましくは共役プッシュ－プル系（ドナーおよびアク
セプター置換基により置換されている系）である）、または系、たとえばスクアリンもし
くはキナクリドン（これは、好ましくは置換されている）の組み込みが特に好ましい。
【００３５】
　さらに、蛍光エミッター単位が、アリールアミン、インデノフルオレンアミン、インデ
ノフルオレンジアミンおよびそれらの誘導体からなる群から選択されることが好ましい。
【００３６】
　原則として、有機発光ダイオードまたは有機発光電気化学電池の分野の当業者に知られ
ている任意の有機蛍光エミッター化合物は、本発明に従って、化合物Ｂの放出単位として
用いられ得る。
【００３７】
　蛍光エミッター単位は、好ましくは、下記：スチリルアミン誘導体、インデノフルオレ
ン誘導体、多環芳香族化合物、アントラセン誘導体、テトラセン誘導体、キサンテン誘導
体、ペリレン誘導体、フェニレン誘導体、フルオレン誘導体、アリールピレン誘導体、ア
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リーレンビニレン誘導体、ルブレン誘導体、クマリン誘導体、ローダミン誘導体、キナク
リドン誘導体、ジシアノメチレンピラン誘導体、チオピラン、ポリメチン誘導体、ピリリ
ウムおよびチアピリリウム塩、ペリフランテン誘導体、インデノペリレン誘導体、ビス（
アジニル）イミンホウ素化合物、ビス（アジニル）メチン化合物、カルボスチリル化合物
、モノスチリルアミン、ジスチリルアミン、トリスチリルアミン、テトラスチリルアミン
、スチリルホスフィン、スチリルエーテル、アリールアミン、インデノフルオレンアミン
およびインデノフルオレンジアミン、ベンゾインデノフルオレンアミン、ベンゾインデノ
フルオレンジアミン、ジベンゾインデノフルオレンアミン、ジベンゾインデノフルオレン
ジアミン、置換または無置換のトリスチルベンアミン、ジスチリルベンゼンおよびジスチ
リルビフェニル誘導体、トリアリールアミン、ナフタレン誘導体、アントラセン誘導体、
テトラセン誘導体、フルオレン誘導体、ペリフランテン誘導体、インデノペリレン誘導体
、フェナントレン誘導体、ペリレン誘導体、ピレン誘導体、クリセン誘導体、デカシクレ
ン誘導体、コロネン誘導体、テトラフェニルシクロペンタジエン誘導体、ペンタフェニル
シクロペンタジエン誘導体、フルオレン誘導体、スピロフルオレン誘導体、ピラン誘導体
、オキサゾン誘導体、ベンゾオキサゾール誘導体、ベンゾチアゾール誘導体、ベンズイミ
ダゾール誘導体、ピラジン誘導体、桂皮酸エステル、ジケトピロロピロール誘導体、なら
びにアクリドン誘導体から選択される。
【００３８】
　青色蛍光エミッター単位は、好ましくは、多環芳香族化合物、たとえば、９，１０－ジ
（２－ナフチルアントラセン）および他のアントラセン誘導体、テトラセンの誘導体、キ
サンテン、ペリレン、たとえば、２，５，８，１１－テトラ－ｔ－ブチルペリレン、フェ
ニレン、たとえば、４，４’－（ビス（９－エチル－３－カルバゾビニレン）－１，１’
－ビフェニル、フルオレン、アリールピレン（ＵＳ２００６／０２２２８８６）、アリー
レンビニレン（ＵＳ５１２１０２９、ＵＳ５１３０６０３）、ルブレンの誘導体、クマリ
ン、ローダミン、キナクリドン、たとえば、Ｎ，Ｎ’－ジメチルキナクリドン（ＤＭＱＡ
）、ジシアノメチレンピラン、たとえば、４（ジシアノエチレン）－６－（４－ジメチル
アミノスチリル－２－メチル）－４Ｈ－ピラン（ＤＣＭ）、チオピラン、ポリメチン、ピ
リリウムおよびチアピリリウム塩、ペリフランテン、インデノペリレン、ビス（アジニル
）イミンホウ素化合物（ＵＳ２００７／００９２７５３Ａ１）、ビス（アジニル）メテン
化合物ならびにカルボスチリル化合物であってよい。
【００３９】
　さらに好ましい青色蛍光エミッター単位は、Ｃ．Ｈ．Ｃｈｅｎら、「Ｒｅｃｅｎｔ　ｄ
ｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔｓ　ｉｎ　ｏｒｇａｎｉｃ　ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎ
ｔ　ｍａｔｅｒｉａｌｓ」Ｍａｃｒｏｍｏｌ．Ｓｙｍｐ．１２５、（１９９７）、１～４
８、ならびに「Ｒｅｃｅｎｔ　ｐｒｏｇｒｅｓｓ　ｏｆ　ｍｏｌｅｃｕｌａｒ　ｏｒｇａ
ｎｉｃ　ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｔ　ｍａｔｅｒｉａｌｓ　ａｎｄ　ｄｅｖ
ｉｃｅｓ」Ｍａｔ．Ｓｃｉ．およびＥｎｇ．Ｒ、３９（２００２）、１４３～２２２にお
いて記述されているものであってよい。
【００４０】
　本明細書におけるモノスチリルアミンは、１個の置換または無置換のスチリル基、およ
び少なくとも１種の、好ましくは芳香族のアミンを含有する化合物である。ジスチリルア
ミンは、好ましくは、２個の置換または無置換のスチリル基、および少なくとも１つの、
好ましくは芳香族のアミンを含有する化合物である。トリスチリルアミンは、好ましくは
、３個の置換または無置換のスチリル基、および少なくとも１つの、好ましくは芳香族の
アミンを含有する化合物である。テトラスチリルアミンは、好ましくは、４個の置換また
は無置換のスチリル基、および少なくとも１つの、好ましくは芳香族のアミンを含有する
化合物である。本発明に従って用いることができる、対応するホスフィンおよびエーテル
は、アミンと類似して定義される。本発明の目的のために、アリールアミンまたは芳香族
アミンは、窒素原子と直接結合した３つの置換または無置換の芳香族またはヘテロ芳香族
環系を含有する化合物を表す。これらの芳香族またはヘテロ芳香族環系の少なくとも１つ
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は、縮合環であってよい。それらの好ましい例は、芳香族アントラセンアミン、芳香族ア
ントラセンジアミン、芳香族ピレンアミン、芳香族ピレンジアミン、芳香族クリセンアミ
ンおよび芳香族クリセンジアミンである。芳香族アントラセンアミンは、１個のジアリー
ルアミン基がアントラセン基と、好ましくは９位で直接結合している化合物であってよい
。芳香族アントラセンジアミンは、２個のジアリールアミン基がアントラセン基と、好ま
しくは９および１０位で直接結合している化合物であってよい。芳香族ピレンアミン、ピ
レンジアミン、クリセンアミンおよびクリセンジアミンは、それと類似して定義され、そ
の中で、ピレン上のジアリールアミン基は、好ましくは１位で、または１および６位で結
合している。
【００４１】
　さらに好ましい蛍光エミッター単位は、インデノフルオレンアミンおよびインデノフル
オレンジアミン（たとえば、ＷＯ２００６／１２２６３０に従って）、ベンゾインデノフ
ルオレンアミンおよびベンゾインデノフルオレンジアミン（たとえば、ＷＯ２００８／０
０６４４９に従って）、ならびにジベンゾインデノフルオレンアミンおよびジベンゾイン
デノフルオレンジアミン（たとえば、ＷＯ２００７／１４０８４７に従って）である。
【００４２】
　本発明に従って用いられ得るスチリルアミンのクラスのさらなる蛍光エミッター単位の
例は、置換もしくは無置換のトリスチルベンアミン、またはＷＯ２００６／０００３８８
、ＷＯ２００６／０５８７３７、ＷＯ２００６／０００３８９、ＷＯ２００７／０６５５
４９およびＷＯ２００７／１１５６１０において記述されているものである。ジスチリル
ベンゼンおよびジスチリルビフェニル誘導体は、ＵＳ５１２１０２９において記述されて
いる。さらなるスチリルアミンは、ＵＳ２００７／０１２２６５６Ａ１において見ること
ができる。特に好ましいスチリルアミンおよびトリアリールアミンは、式５３～５８の化
合物、ならびにＵＳ７２５０５３２Ｂ２、ＤＥ１０２００５０５８５５７Ａ１、ＣＮ１５
８３６９１Ａ、ＪＰ０８０５３３９７Ａ、ＵＳ６２５１５３１Ｂ１およびＵＳ２００６／
２１０８３０Ａにおいて開示されているものである。
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【化６】

【００４３】
　さらに好ましい蛍光エミッター単位は、ＥＰ１９５７６０６Ａ１およびＵＳ２００８／
０１１３１０１Ａ１において開示されている通り、トリアリールアミンの群から選びとる
ことができる。
【００４４】
　さらに好ましい蛍光エミッター単位は、ナフタレン、アントラセン、テトラセン、フル
オレン、ペリフランテン、インデノペリレン、フェナントレン、ペリレン（ＵＳ２００７
／０２５２５１７Ａ１）、ピレン、クリセン、デカシクレン、コロネン、テトラフェニル
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シクロペンタジエン、ペンタフェニルシクロペンタジエン、フルオレン、スピロフルオレ
ン、ルブレン、クマリン（ＵＳ４７６９２９２、ＵＳ６０２００７８、ＵＳ２００７／０
２５２５１７Ａ１）、ピラン、オキサゾン、ベンゾオキサゾール、ベンゾチアゾール、ベ
ンズイミダゾール、ピラジン、桂皮酸エステル、ジケトピロロピロール、アクリドンおよ
びキナクリドン（ＵＳ２００７／０２５２５１７Ａ１）の誘導体から選択され得る。
【００４５】
　アントラセン化合物の中でも、９，１０－置換アントラセン、たとえば、９，１０－ジ
フェニルアントラセンおよび９，１０－ビス（フェニルエチニル）アントラセンが好まし
い。１，４－ビス（９’－エチニルアントラセニル）ベンゼンも蛍光エミッター化合物と
して好ましい場合がある。
【００４６】
　適切な蛍光エミッター単位は、さらに、下記の表において示されている構造、ならびに
ＪＰ０６／００１９７３、ＷＯ２００４／０４７４９９、ＷＯ２００６／０９８０８０、
ＷＯ２００７／０６５６７８、ＵＳ２００５／０２６０４４２およびＷＯ２００４／０９
２１１１において開示されている構造である。
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【化７－５】

【００４７】
　化合物Ｂがポリマーまたはデンドリマーであれば、蛍光エミッター単位は、ポリマーの
主骨格中または側鎖中に存在していてもよい。主骨格の構成要素として存在するのであれ
ば、本出願において言及されている蛍光エミッター単位／化合物の２個の水素原子は存在
せず、かつポリマーのさらなる繰り返し単位との結合はこれらの位置において出現する。
側鎖中に存在するのであれば、単位／化合物の１個の水素原子は存在せず、かつ単位／化
合物はこの位置を介してポリマーと結合している。
【００４８】
　化合物Ｂがポリマーでないならば、好ましくは、本出願において言及されている蛍光エ
ミッター単位／化合物の１つからなる。
【００４９】
　本発明の代替的な態様において、本発明による混合物の化合物Ｂの少なくとも１種の放
出単位は、リン光性エミッター単位である。化合物Ｂのリン光性エミッター単位は、好ま
しくは、金属－リガンド配位化合物を含むまたはそれからなる単位（金属－リガンド配位
化合物単位）である。
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【００５０】
　金属－リガンド配位化合物の金属は、好ましくは、遷移金属、主族金属、ランタノイド
またはアクチノイドである。金属が主族金属であるならば、好ましくは、第三、第四また
は第五主属の金属、特にスズである。金属が遷移金属であるならば、好ましくは、Ｉｒ、
Ｒｕ、Ｏｓ、Ｐｔ、Ｚｎ、Ｍｏ、Ｗ、ＲｈおよびＰｄである。Ｅｕがランタノイドとして
好ましい。
【００５１】
　金属が遷移金属、特に、四配位、五配位または六配位遷移金属である、特に好ましくは
、クロム、モリブデン、タングステン、レニウム、ルテニウム、オスミウム、ロジウム、
イリジウム、ニッケル、パラジウム、白金、銅、銀および金、特に、モリブデン、タング
ステン、レニウム、ルテニウム、オスミウム、イリジウム、白金、銅および金からなる群
から選択される、金属－リガンド配位化合物が好ましい。特に、イリジウムおよび白金が
非常に好ましい。本明細書における金属は、種々の酸化状態であり得る。上記で言及した
金属は、好ましくは、酸化状態Ｃｒ（０）、Ｃｒ（ＩＩ）、Ｃｒ（ＩＩＩ）、Ｃｒ（ＩＶ
）、Ｃｒ（ＶＩ）、Ｍｏ（０）、Ｍｏ（ＩＩ）、Ｍｏ（ＩＩＩ）、Ｍｏ（ＩＶ）、Ｍｏ（
ＶＩ）、Ｗ（０）、Ｗ（ＩＩ）、Ｗ（ＩＩＩ）、Ｗ（ＩＶ）、Ｗ（ＶＩ）、Ｒｅ（Ｉ）、
Ｒｅ（ＩＩ）、Ｒｅ（ＩＩＩ）、Ｒｅ（ＩＶ）、Ｒｕ（ＩＩ）、Ｒｕ（ＩＩＩ）、Ｏｓ（
ＩＩ）、Ｏｓ（ＩＩＩ）、Ｏｓ（ＩＶ）、Ｒｈ（Ｉ）、Ｒｈ（ＩＩＩ）、Ｉｒ（Ｉ）、Ｉ
ｒ（ＩＩＩ）、Ｉｒ（ＩＶ）、Ｎｉ（０）、Ｎｉ（ＩＩ）、Ｎｉ（ＩＶ）、Ｐｄ（ＩＩ）
、Ｐｔ（ＩＩ）、Ｐｔ（ＩＶ）、Ｃｕ（Ｉ）、Ｃｕ（ＩＩ）、Ｃｕ（ＩＩＩ）、Ａｇ（Ｉ
）、Ａｇ（ＩＩ）、Ａｕ（Ｉ）、Ａｕ（ＩＩＩ）およびＡｕ（Ｖ）であり；特に、Ｍｏ（
０）、Ｗ（０）、Ｒｅ（Ｉ）、Ｒｕ（ＩＩ）、Ｏｓ（ＩＩ）、Ｒｈ（ＩＩＩ）、Ｉｒ（Ｉ
ＩＩ）、Ｐｔ（ＩＩ）およびＣｕ（Ｉ）、特にＩｒ（ＩＩＩ）およびＰｔ（ＩＩ）が非常
に好ましい。
【００５２】
　本発明の好ましい態様において、金属は、１、２、３または４個のリガンドを有する四
配位金属である。このように、リガンドは、単、二、三または四座リガンドであってよい
。金属が１個のリガンドに配位されているのであれば、それは四座リガンドである。金属
が２個のリガンドに配位されているのであれば、両方のリガンドが二座リガンドであるか
、または１個が三座リガンドであり、かつ１個が単座リガンドであるかのいずれかである
。金属が３個のリガンドに配位されているのであれば、１個のリガンドが二座リガンドで
あり、かつ２個が単座リガンドである。金属が４個のリガンドに配位されているのであれ
ば、すべてのリガンドが単座である。
【００５３】
　本発明のさらに好ましい態様において、金属は、１、２、３、４、５または６個のリガ
ンドを有する六配位金属である。このように、リガンドは、単、二、三、四、五または六
座リガンドであってよい。金属が１個のリガンドに配位されているのであれば、それは六
座リガンドである。金属が２個のリガンドに配位されているのであれば、両方が三座リガ
ンドであるか、または１個が二座リガンドであり、かつ１個が四座リガンドであるか、ま
たは１個が単座リガンドであり、かつ１個が五座リガンドであるかのいずれかである。金
属が３個のリガンドに配位されているのであれば、３個すべてのリガンドが二座リガンド
であるか、または１個が三座リガンドであり、１個が二座リガンドであり、かつ１個が単
座リガンドであるか、または１個が四座リガンドであり、かつ２個が単座リガンドである
かのいずれかである。金属が４個のリガンドに配位されているのであれば、１個のリガン
ドが三座リガンドであり、かつ３個が単座リガンドであるか、または２個が二座リガンド
であり、かつ２個が単座リガンドである。金属が５個のリガンドに配位されているのであ
れば、１個が二座リガンドであり、かつ４個が単座リガンドである。金属が６個のリガン
ドに配位されているのであれば、すべてのリガンドが単座である。
【００５４】
　金属－リガンド配位化合物のリガンドは、好ましくは、中性、モノアニオン性、ジアニ
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オン性またはトリアニオン性リガンド、特に好ましくは、中性またはモノアニオン性リガ
ンドである。言及されている通り、それらは、単座、二座、三座、四座五座または六座で
あってよいが、好ましくは二座である、すなわち、好ましくは２つの配位部位を有する。
さらに、本発明に従って、少なくとも１個のリガンドが、二座リガンドであることが好ま
しい。
【００５５】
　好ましい中性単座リガンドは、一酸化窒素、アルキルシアニド、たとえば、アセトニト
リル、アリールシアニド、たとえば、ベンゾニトリル、アルキルイソシアニド、たとえば
、メチルイソニトリル、アリールイソシアニド、たとえば、ベンゾイソニトリル、アミン
、たとえば、トリメチルアミン、トリエチルアミン、モルホリン、ホスフィン、特にハロ
ホスフィン、トリアルキルホスフィン、トリアリールホスフィンまたはアルキルアリール
ホスフィン、たとえば、トリフルオロホスフィン、トリメチルホスフィン、トリシクロヘ
キシルホスフィン、トリ－ｔｅｒｔ－ブチルホスフィン、トリフェニルホスフィン、トリ
ス（ペンタフルオロフェニル）ホスフィン、亜リン酸塩、たとえば、亜リン酸トリメチル
、亜リン酸トリエチル、アルシン、たとえば、トリフルオロアルシン、トリメチルアルシ
ン、トリシクロヘキシルアルシン、トリ－ｔｅｒｔ－ブチルアルシン、トリフェニルアル
シン、トリス（ペンタフルオロフェニル）アルシン、スチビン、たとえば、トリフルオロ
スチビン、トリメチルスチビン、トリシクロヘキシルスチビン、トリ－ｔｅｒｔ－ブチル
スチビン、トリフェニルスチビン、トリス（ペンタフルオロフェニル）スチビン、窒素含
有ヘテロ環、たとえば、ピリジン、ピリダジン、ピラジン、ピリミジン、トリアジンおよ
びカルベン、特にアルジュンゴカルベンから選択される。
【００５６】
　好ましいモノアニオン性、単座リガンドは、水素化物、重水素化物、アルキルアセチリ
ド、たとえば、メチル－Ｃ≡Ｃ-、ｔｅｒｔ－ブチル－Ｃ≡Ｃ-、アリールアセチリド、た
とえば、フェニル－Ｃ≡Ｃ-、シアニド、シアネート、イソシアネート、チオシアネート
、イソチオシアネート、脂肪族または芳香族アルコレート、たとえば、メタノレート、エ
タノレート、プロパノレート、イソプロパノレート、ｔｅｒｔ－ブチレート、フェノレー
ト、脂肪族または芳香族チオアルコレート、たとえば、メタンチオレート、エタンチオレ
ート、プロパンチオレート、イソプロパンチオレート、ｔｅｒｔ－チオブチレート、チオ
フェノレート、アミド、たとえば、ジメチルアミド、ジエチルアミド、ジイソプロピルア
ミド、モルホリド、カルボン酸塩、たとえば、酢酸塩、トリフルオロ酢酸塩、プロピオン
酸塩、安息香酸塩、アリール基、たとえば、フェニル、ナフチル、およびアニオン性、窒
素含有ヘテロ環、たとえば、ピロリド、イミダゾリド、ピラゾリドから選択される。本明
細書におけるこれらの基中のアルキル基は、好ましくはＣ1～Ｃ20－アルキル基、特に好
ましくはＣ1～Ｃ10－アルキル基、非常に特に好ましくはＣ1～Ｃ4－アルキル基である。
アリール基は、ヘテロアリール基を意味するとも解釈される。これらの基を以下で定義す
る。
【００５７】
　好ましいジまたはトリアニオン性リガンドは炭化物（これらは、形態Ｒ－Ｃ≡Ｍの配位
をもたらす）、ナイトレン（これらは、形態Ｒ－Ｎ＝Ｍの配位をもたらし、ここで、Ｒは
概して置換基を表す）、およびＮ3-である。
【００５８】
　好ましい中性またはモノもしくはジアニオン性二座または多座リガンドＬ’は、ジアミ
ン、たとえば、エチレンジアミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルエチレンジアミン
、プロピレンジアミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルプロピレンジアミン、ｃｉｓ
－またはｔｒａｎｓ－ジアミノシクロヘキサン、ｃｉｓ－またはｔｒａｎｓ－Ｎ，Ｎ，Ｎ
’，Ｎ’－テトラメチルジアミノシクロヘキサン、イミン、たとえば、２［１－（フェニ
ルイミノ）エチル］ピリジン、２［１－（２－メチルフェニルイミノ）エチル］ピリジン
、２［１－（２，６－ジ－イソ－プロピルフェニルイミノ）エチル］ピリジン、２［１－
（メチルイミノ）エチル］ピリジン、２［１－（エチルイミノ）エチル］ピリジン、２［
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エチル］ピリジン、ジイミン、たとえば、１，２－ビス（メチルイミノ）エタン、１，２
－ビス（エチルイミノ）エタン、１，２－ビス（イソ－プロピルイミノ）エタン、１，２
－ビス（ｔｅｒｔ－ブチルイミノ）エタン、２，３－ビス（メチルイミノ）ブタン、２，
３－ビス（エチルイミノ）ブタン、２，３－ビス（イソ－プロピルイミノ）ブタン、２，
３－ビス（ｔｅｒｔ－ブチルイミノ）ブタン、１，２－ビス（フェニルイミノ）エタン、
１，２－ビス（２－メチルフェニルイミノ）エタン、１，２－ビス（２，６－ジ－イソ－
プロピルフェニルイミノ）エタン、１，２－ビス（２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニ
ルイミノ）エタン、２，３－ビス（フェニルイミノ）ブタン、２，３－ビス（２－メチル
フェニルイミノ）ブタン、２，３－ビス（２，６－ジ－イソ－プロピルフェニルイミノ）
ブタン、２，３－ビス（２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニルイミノ）ブタン、２個の
窒素原子を含有するヘテロ環、たとえば、２，２’－ビピリジン、ｏ－フェナントロリン
、ジホスフィン、たとえば、ビス（ジフェニルホスフィノ）メタン、ビス（ジフェニルホ
スフィノ）エタン、ビス（ジフェニルホスフィノ）プロパン、ビス（ジフェニルホスフィ
ノ）ブタン、ビス（ジメチルホスフィノ）メタン、ビス（ジメチルホスフィノ）エタン、
ビス（ジメチルホスフィノ）プロパン、ビス（ジエチルホスフィノ）メタン、ビス（ジエ
チルホスフィノ）エタン、ビス（ジエチルホスフィノ）プロパン、ビス（ジ－ｔｅｒｔ－
ブチルホスフィノ）メタン、ビス（ジ－ｔｅｒｔ－ブチルホスフィノ）エタン、ビス（ｔ
ｅｒｔ－ブチルホスフィノ）プロパン、１，３－ジケトンに由来する１，３－ジケトネー
ト、たとえば、アセチルアセトン、ベンゾイルアセトン、１，５－ジフェニルアセチルア
セトン、ジベンゾイルメタン、ビス（１，１，１－トリフルオロアセチル）メタン、３－
ケトエステルに由来する３－ケトネート、たとえば、アセト酢酸エチル、アミノカルボン
酸に由来するカルボン酸塩、たとえば、ピリジン－２－カルボン酸、キノリン－２－カル
ボン酸、グリシン、Ｎ，Ｎ－ジメチルグリシン、アラニン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノアラ
ニン、サリチルイミンに由来するサリチルイミネート、たとえば、メチルサリチルイミン
、エチルサリチルイミン、フェニルサリチルイミン、ジアルコールに由来するジアルコレ
ート、たとえば、エチレングリコール、１，３－プロピレングリコール、ならびにジチオ
ールに由来するジチオレート、たとえば、１，２－エチレンジチオール、１，３－プロピ
レンジチオールから選択される。
【００５９】
　好ましい三座リガンドは、窒素含有ヘテロ環のホウ酸塩、たとえば、テトラキス（１－
イミダゾリル）ホウ酸塩およびテトラキス（１－ピラゾリル）ホウ酸塩である。
【００６０】
　さらに、少なくとも１つの金属－炭素結合を有するシクロメタル化５員環または６員環
、特にシクロメタル化５員環を金属とともに含有する二座モノアニオン性リガンドが好ま
しい。これらは、特に、有機エレクトロルミネッセンス素子のためのリン光性金属錯体の
分野において一般に使用されるリガンド、すなわち、フェニルピリジン、ナフチルピリジ
ン、フェニルキノリン、フェニルイソキノリン等の種類のリガンドであり、これらのそれ
ぞれは、１個以上のラジカルＲにより置換されていてもよい。この種類の多様なリガンド
は、リン光性エレクトロルミネッセンス素子の分野の当業者に知られており、当業者なら
ば、この種類のさらなるリガンドを、金属－リガンド配位化合物のためのリガンドとして
選択することができるであろう。概して、下記の式（８３）～（１１０）によって表され
る２個の基の組合せは、本発明の目的に特に適しており、ここで、一方の基は中性窒素原
子またはカルベン原子を介して結合しており、他方の基は負に帯電した炭素原子または負
に帯電した窒素原子を介して結合している。次いで、互いに結合しているこれらの基によ
って、式（８３）～（１１０）の基から、各事例において＃によって表される位置に、リ
ガンドが形成され得る。基が金属に配位する位置は、＊によって表される。
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【００６１】
　本明細書における記号Ｒは、出現する毎に、同一にまたは異なって、下記のラジカル：
アルキル、シクロアルキル、アルキルシリル、アリールシリル、アルコキシアルキル、ア
リールアルコキシアルキル、アルキルチオアルキル、アルキレンスルホン、アルキレンス
ルホン酸化物の１つを表し、ここで、各事例におけるアルキレン基は、互いに独立に、１
～１２個のＣ原子を有し、ここで、１個以上のＨ原子は、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、アルキル
またはシクロアルキルにより置きかえられていてもよく、１個以上のＣＨ2は、ヘテロ原
子、たとえばＮＨ、ＯもしくはＳ、または５～４０個の芳香族環原子を有する芳香族もし
くはヘテロ芳香族炭化水素ラジカルにより置きかえられていてもよい。Ｘは、ＮまたはＣ
Ｈを表す。特に好ましくは、各基において最大３個の記号ＸがＮを表し、特に好ましくは
、各基において最大２個の記号ＸがＮを表し、非常に特に好ましくは、各基において最大
１個の記号ＸがＮを表す。とりわけ好ましくは、すべての記号ＸはＣＨを表す。
【００６２】
　同じく好ましいリガンドは、η5－シクロペンタジエニル、η5－ペンタメチルシクロペ
ンタジエニル、η6－ベンゼンおよびη7－シクロヘプタトリエニルであり、これらのそれ
ぞれは、１個以上のラジカルＲにより置換されていてもよく、これらは上記で言及した意
味を有し得る。
【００６３】
　同じく好ましいリガンドは、１，３，５－ｃｉｓ－シクロヘキサン誘導体（特に式（１
１１）のもの）、１，１，１－トリ（メチレン）メタン誘導体（特に式（１１２）のもの
）、および１，１，１－三置換メタン（特に式（１１３）および（１１４）のもの）であ
り、
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【００６４】
ここで、式中、各事例において、金属Ｍへの配位が示されており、Ｒは、上記で言及した
意味を有し、Ｇは、出現する毎に同一にまたは異なって、Ｏ-、Ｓ-、ＣＯＯ-、Ｐ（Ｒ）2

またはＮ（Ｒ）2を表し、ここで、Ｒは、上記で指示したのと同じ意味を有する。
【００６５】
　好ましいリン光性エミッター単位の例を、下記の表に示す。
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【００６６】
　化合物Ｂがポリマーまたはデンドリマーであれば、リン光性エミッター単位は、ポリマ
ーの主骨格中、側鎖中または端部に存在していてもよい。主骨格の構成要素として存在す
るのであれば、本出願において言及されているリン光性エミッター単位／化合物の２個の
水素原子は存在せず、ポリマーのさらなる繰り返し単位との結合はこれらの位置において
出現する。側鎖中または末端に存在するのであれば、単位／化合物の１個の水素原子は存
在せず、単位／化合物はこの位置を介してポリマーと結合している。
【００６７】
　化合物Ｂがポリマーでないならば、好ましくは、本出願において言及されているリン光
性エミッター単位／化合物の１つからなる。
【００６８】
　本発明に従って、下記のリン光性エミッター化合物（２５８）および（２５９）：
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【化１１】

【００６９】
が特に好ましい。
【００７０】
　化合物（２５８）または（２５９）が、ポリマーと側鎖中、主鎖中でまたは末端に結合
しているのであれば、これは、好ましくはビニル基の連鎖重合によってまたは鈴木カップ
リングによって発生する。第一の事例において、使用されるモノマーは、好ましくは、化
合物（２６０）および（２６１）、第二の事例において、化合物（２６２）および（２６
３）：
【化１２】

【００７１】
である。
【００７２】
　化合物Ｂの放出単位のように、化合物Ａのリン光性単位は、以下でさらに詳細に記述さ
れる通り、金属－リガンド配位化合物単位であってもよい。化合物Ｂの金属－リガンド配
位化合物単位のすべての定義および好ましい態様は化合物Ａの金属－リガンド配位化合物
単位にも当てはまる。両方の放出単位、すなわち化合物Ａおよび化合物Ｂのものが、金属
－リガンド配位化合物単位であれば、これらは、同一のまたは異なる中心金属を有し得る
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によって決定的に決められ、これは極めて一般的には、両方の中心金属の事例において少
なくとも総合的配位圏について、すなわち、同一リガンドの事例においては互変異性につ
いても、同一とは限らない。
【００７３】
　本発明による混合物において、化合物ＡまたはＢの一方は、ポリマーまたはデンドリマ
ーであってよく、他方は、４０００ｇ／ｍｏｌ以下、より好ましくは３５００ｇ／ｍｏｌ
以下、最も好ましくは３０００ｇ／ｍｏｌ以下の分子量を有する化合物であってよい。好
ましい可能性において、化合物Ａは前記低分子量を有する化合物であり、化合物Ｂはポリ
マーまたはデンドリマーである。さらに好ましい可能性において、化合物Ｂは前記低分子
量を有する化合物であり、化合物Ａはポリマーまたはデンドリマーである。
【００７４】
　化合物Ｂおよび／またはＡがポリマーであれば、これは主鎖骨格を含有する。この主鎖
骨格は、側鎖を有さない繰り返し単位で構成されていてもよい。しかしながら、ポリマー
は同様に１つ以上の側鎖を含有していてもよく、これらは、互いに同一であっても異なっ
ていてもよい。この事例において、ポリマーは、同じ側鎖を有する同一の繰り返し単位を
含むホモポリマーであってよいが、２つ以上の異なる繰り返し単位を含むコポリマーであ
ってもよく、ここで、主鎖骨格は同一であってもよいが、側鎖は異なる。しかしながら、
繰り返し単位は、主鎖骨格について異なっていてもよく、側鎖は、同一であっても異なっ
ていてもよい。コポリマーは、好ましくは、２または３つの異なる繰り返し単位を含むラ
ンダムコポリマーである。
【００７５】
　ポリマーは、共役または非共役ポリマーであってよい。共役ポリマーは、いくつかの隣
接する繰り返し単位（部分的に共役しているポリマー）のすべての原子または主鎖（完全
に共役しているポリマー）のすべての原子が互いに共役しているポリマーを意味すると解
される。非共役ポリマーは、主鎖の共役が好ましくは繰り返し単位内で遮断されている、
または個々の繰り返し単位が連結原子について互いに共役していないポリマーを意味する
と解される。これは、好ましくは、いわゆる共役遮断単位によって実現される。共役遮断
単位は、共役を妨げるまたは好ましくは遮断する、すなわち、ポリマーの主鎖骨格内の考
えられる共役が妨げられるまたは好ましくは遮断される単位を意味すると解される。化学
における共役は、π軌道（π＝ＰＩ）とｓｐ2混成（炭素）原子のｐ軌道またはさらなる
π軌道との重複を意味すると解される。対照的に、本出願の意味における共役遮断単位は
、そのような重複を妨げるまたは好ましくは完全に防止する単位を意味すると解される。
これは、たとえば、共役が少なくとも１つのｓｐ3混成原子、好ましくは炭素によって妨
げられる単位を経由して発生し得る。同じく、共役は、非ｓｐ3混成原子によって、たと
えばＮ、ＰまたはＳｉによって破壊されていてもよい。本発明に従って、ポリマーが非共
役ポリマーであることが特に好ましい。
【００７６】
　特に好ましい態様において、ポリマーは、官能基、ならびにホストまたはマトリックス
材料単位および放出単位を主鎖中に含有し、かつ主鎖中で共役していないポリマーであり
、ここで、ポリマーは、少なくとも１つの共役遮断単位を含有する。共役遮断には、ポリ
マーが高い三重項準位を有するという利点が付随する。
【００７７】
　非共役ポリマーをもたらす好ましい繰り返し単位は、たとえば、一般式（２６４）の単
位であり、
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【００７８】
式中、Ａは、線状または分枝アルキレン、シクロアルキレン、アルキルシリレン、シリレ
ン、アリールシリレン、アルキルアルコキシアルキレン、アリールアルコキシアルキレン
、アルキルチオアルキレン、スルホン、アルキレンスルホン、スルホン酸化物、アルキレ
ンスルホン酸化物からなる群から選択され、ここで、各事例におけるアルキレン基は、互
いに独立に、１～１２個のＣ原子を有し、ここで、１個以上のＨ原子は、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ
、Ｉ、アルキル、ヘテロアルキル、シクロアルキル、アリールまたはヘテロアリールによ
り置きかえられていてもよい。
【００７９】
　Ａは、特に好ましくは、１～１２個のＣ原子を有する線状または分枝アルキレンまたは
アルコキシアルキレンを表し、ここで、１個以上のＨ原子は、Ｆにより置きかえられてい
てもよい。
【００８０】
　非共役ポリマーをもたらす繰り返し単位は、さらに好ましくは、一般式（２６５）～（
２７９）
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【化１４－２】

【００８１】
に一致し、式中、Ａｒ1、Ａｒ2およびＡｒ3は、それぞれ、互いに独立に、５～６０個の
環原子を有する芳香族またはヘテロ芳香族基を表し、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、そ
れぞれ、互いに独立に、アルキル（エン）、シクロアルキル（エン）、アルキルシリル（
エン）、シリル（エン）、アリールシリル（エン）、アルキルアルコキシアルキル（エン
）、アリールアルコキシアルキル（エン）、アルキルチオアルキル（エン）、ホスフィン
、ホスフィンオキシド、スルホン、アルキレンスルホン、スルホン酸化物、アルキレンス
ルホン酸化物を表し、ここで、各事例におけるアルキル（エン）基は、互いに独立に、１
～１２個のＣ原子を有し、ここで、１個以上のＨ原子は、Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、アルキル
、ヘテロアルキル、シクロアルキル、アリールまたはヘテロアリール基により置きかえら
れていてもよい。
【００８２】
　置換基Ｒ１～Ｒ４は、Ａｒ1、Ａｒ2もしくはＡｒ3のそれぞれの上で隣接しているか、
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または１個以上の環原子が間にあってもよい。置換基Ｒ１～Ｒ４が結合している原子は、
芳香族またはヘテロ芳香族基の環原子である。
【００８３】
　特に、下記の繰り返し単位：
【化１５－１】
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【００８４】
が好ましく、式中、記号および添え字は、構造（２６５）～（２７９）の事例において指
示されている意味を有する。
【００８５】
　特に、たとえば、ＤＥ１０２００９０２３１５６において開示されている通り、下記の
繰り返し単位が好ましい。
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【化１６】

【００８６】
　式（２９５）および（２９６）において、ＸおよびＹは、互いに独立に、Ｈ、Ｆ、１～
４０個の炭素原子を有するアルキル基、２～４０個の炭素原子を有するアルケニル基、２
～４０個の炭素原子を有するアルキニル基、６～４０個の環原子を有する置換または無置
換の芳香族炭化水素ラジカル、および５～２５個の環原子を有する置換または無置換のヘ
テロ芳香族炭化水素ラジカルからそれぞれ選択される。
【００８７】
　さらなる特に好ましい態様において、ポリマーは、放出単位、およびホストまたはマト
リックス材料単位を含有し、後述する通り、放出単位、電荷輸送単位および電子輸送単位
を側鎖中に任意にさらに含有していてもよいポリマー（以後、側鎖ポリマー）である。側
鎖ポリマーには、ポリマーが高い三重項準位を有するという利点が付随し、これは、リン
光性ＯＬＥＤにとって特に有利である。
【００８８】
　好ましい態様において、側鎖ポリマーは、下記の式（２９７）：

【化１７】

【００８９】
に一致し、式中、Ｅは放出単位であり、ＦＧは、ホストまたはマトリックス材料単位、さ
らなる放出単位、電荷輸送単位および電子輸送単位から選択される官能基であり、ｘはゼ
ロより大きく、かつｘ＋ｙは１に等しい。ポリマー中の式（２９７）の種々の繰り返し単
位における基ＦＧは、異なる意味を有していてよい。上記で言及したすべての官能基がポ
リマー中に存在することが特に好ましい。
【００９０】
　既に言及した通り、この種類の側鎖ポリマーは、概して、ビニル化合物のフリーラジカ
ル共重合によって実現され得る。ポリマーは、好ましくは、ＵＳ７２５０２２６Ｂ２にお
いて開示されている通り、少なくとも１種のリン光性エミッター単位および少なくとも１
種の電荷輸送単位を側鎖中に含有する。この種類のリン光性側鎖ポリマーのさらなる例は
、たとえば、ＪＰ２００７／２１１２４３Ａ２、ＪＰ２００７／１９７５７４Ａ２、ＵＳ
７２５０２２６Ｂ２、ＪＰ２００７／０５９９３９Ａにおいて開示されている。
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【００９１】
　さらなる態様において、ポリマーは、蛍光エミッター単位を含有する側鎖ポリマーであ
ってもよい。蛍光エミッター単位は、特に好ましくは、ＪＰ２００５／１０８５５６、Ｊ
Ｐ２００５／２８５６６１、ＪＰ２００３／３３８３７５等において公開されている通り
、アントラセン（antracenes）、ベンズアントラセンおよびそれらの誘導体から選択され
る。
【００９２】
　化合物Ｂは、好ましくは、放出単位が、主鎖骨格中の繰り返し単位内、または側鎖の１
つ内のいずれかに存在する、ポリマーまたはデンドリマーである。放出単位がポリマーの
側鎖中に存在すること、または放出単位自体が側鎖を表すことが特に好ましい。この事例
において、放出単位が金属－リガンド配位化合物単位であることが特に好ましい。同じく
、化合物Ｂの放出単位が、それが結合している主鎖骨格の繰り返し単位と共役していない
こと、すなわち、共役遮断単位が、放出単位と主鎖骨格との間に位置していることが好ま
しい。
【００９３】
　化合物Ｂがポリマーまたはデンドリマーであってよいように、化合物Ａもデンドリマー
またはポリマーであってよい。上記で言及したポリマーのすべての一般的定義ならびに化
合物Ｂのポリマーおよびデンドリマーの定義は、化合物Ａのポリマーおよびデンドリマー
に同じく当てはまる。化合物Ｂのポリマーまたはデンドリマーの好ましい態様は、化合物
Ａのポリマーまたはデンドリマーに同じく当てはまり、但し、蛍光エミッター単位を含有
する単位の例は除外される。
【００９４】
　故に、化合物Ａのポリマーが、主鎖をその上の１つ以上の側鎖とともに含有することが
好ましい。これは、好ましくは主鎖骨格と共役していない。
【００９５】
　化合物Ａのポリマーが、後述する通り、電荷輸送単位を側鎖中に含有することが特に好
ましい。これは、放出単位が側鎖中にまたはそれとして同じく存在するならば、さらなる
側鎖であってもよい。しかしながら、放出単位は、ポリマーの主鎖骨格における繰り返し
単位中にまたはそれとして存在していてもよいため、ポリマーは放出単位を側鎖中に含有
せず、代わりに電荷輸送単位を側鎖中に含有する。電荷輸送単位は、好ましくは、正孔輸
送単位または電子輸送単位である。しかしながら、それは正孔注入または電子注入単位で
あってもよい。化合物Ａのポリマーが、少なくとも２つの（異なる）電荷輸送単位を側鎖
中に含有することが特に好ましい。本明細書においては、一方の電荷輸送単位が正孔輸送
単位であり、他方の電荷輸送単位が電子輸送単位であることが好ましい。本明細書におけ
る２つの電荷輸送単位は、異なる側鎖に付着していてもよいが、互いに一緒に連結して側
鎖中に出現してもよいし、後者を形成してもよい。
【００９６】
　正孔注入および／または正孔輸送特性を有する繰り返し単位は、たとえば、トリアリー
ルアミン、ベンジジン、テトラアリール－パラ－フェニレンジアミン、トリアリールホス
フィン、フェノチアジン、フェノキサジン、ジヒドロフェナジン、チアントレン、ジベン
ゾ－パラ－ジオキシン、フェノキサチイン、カルバゾール、アズレン、チオフェン、ピロ
ールおよびフラン誘導体、ならびに、高いＨＯＭＯ（ＨＯＭＯ＝最高被占分子軌道）を有
するさらなるＯ、ＳまたはＮ含有ヘテロ環であり、またはそれらを含有する。これらのア
リールアミンおよびヘテロ環は、好ましくは、ホスト化合物において、－５．８ｅＶより
大きい（真空準位に対して）、特に好ましくは－５．５ｅＶより大きいＨＯＭＯをもたら
す。
【００９７】
　電子注入および／または電子輸送特性を有する繰り返し単位は、たとえば、ピリジン、
ピリミジン、ピリダジン、ピラジン、オキサジアゾール、キノリン、キノキサリン、アン
トラセン、ベンズアントラセン、ピレン、ペリレン、ベンズイミダゾール、トリアジン、
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ケトン、ホスフィンオキシドおよびフェナジン誘導体であるが、トリアリールボラン、お
よび低いＬＵＭＯ（ＬＵＭＯ＝最低空分子軌道）を有するさらなるＯ、ＳまたはＮ含有ヘ
テロ環でもある。これらの単位は、好ましくは、ホスト化合物において、－１．５ｅＶ未
満（真空準位に対して）、特に好ましくは－２．０ｅＶ未満のＬＵＭＯをもたらす。
【００９８】
　化合物Ｂおよび／または化合物Ａのポリマーは、好ましくは、電荷中性ポリマーである
。故に、化合物ＡおよびＢのエミッター単位が金属－リガンド配位化合物単位として存在
するならば、これらが中性配位化合物であることも好ましい、すなわち、中心金属の価数
およびリガンドの価数は、各配位化合物内の電荷が補正されるように選択される。
【００９９】
　本発明による混合物において、化合物ＡとＢの両方は、それぞれポリマーまたはデンド
リマーであってもよい。
【０１００】
　加えて、本発明に従って、化合物Ａのポリマーの主鎖骨格が、化合物Ａのリン光性エミ
ッター単位および化合物Ｂのエミッター単位の三重項準位よりも高いエネルギーを有する
三重項準位を有する、繰り返し単位を含有することが好ましい。
【０１０１】
　化合物Ｂがポリマーであれば、同じく、化合物Ｂのポリマーの主鎖骨格が、化合物Ａの
リン光性エミッター単位および化合物Ｂのエミッター単位の三重項準位よりも高いエネル
ギーを有する三重項準位を有する、繰り返し単位を含有することが好ましい。
【０１０２】
　加えて、本発明に従って、本発明による混合物における化合物Ｂの放出バンドの最大値
が、化合物Ａの放出バンドの最大値よりも短い波長であることが好ましい。これらは、好
ましくは、化合物Ｂの放出単位および化合物Ａのリン光性単位の放出バンドの最大値であ
る。
【０１０３】
　化合物Ａの放出バンドの最大値が、化合物Ｂの放出バンドの最大値よりも短い波長であ
ることがさらに好ましい。これらは、好ましくは、放出単位の、またはリン光性単位の最
大値を意味すると解される。
【０１０４】
　加えて、本発明に従って、本発明による混合物における化合物Ａの放出バンドが、化合
物Ｂの吸収バンドの波長範囲と重複する波長範囲内であることも好ましい。
【０１０５】
　化合物Ａの放出バンドの最大値は、青色光の波長領域内であってよく、化合物Ｂの放出
バンドの最大値は、緑色または赤色光の波長領域内であってよい。代替として、化合物Ａ
の放出バンドの最大値は、緑色光の波長領域内であってよく、化合物Ｂの放出バンドの最
大値は、赤色光の波長領域内であってよい。
【０１０６】
　化合物ＡおよびＢ以外に、本発明による混合物は、好ましくは、少なくとも１種のさら
なる有機官能化合物を含んでいてもよい。これらは、正孔輸送材料（ＨＴＭ）、正孔注入
材料（ＨＩＭ）、電子輸送材料（ＥＴＭ）および電子注入材料（ＥＩＭ）から選択される
。
【０１０７】
　たとえば、正孔輸送層に適切な正孔輸送材料および正孔注入材料は、下記：フェニレン
ジアミン誘導体（ＵＳ３６１５４０４）、アリールアミン誘導体（ＵＳ３５６７４５０）
、アミノ置換カルコン誘導体（ＵＳ３５２６５０１）、スチリルアントラセン誘導体（Ｊ
Ｐ－Ａ－５６－４６２３４）、多環式芳香族化合物（ＥＰ１００９０４１）、ポリアリー
ルアルカン誘導体（ＵＳ３６１５４０２）、フルオレノン誘導体（ＪＰ－Ａ－５４－１１
０８３７）、ヒドラゾン誘導体（ＵＳ３７１７４６２）、アシルヒドラゾン、スチルベン
誘導体（ＪＰ－Ａ－６１－２１０３６３）、シラザン誘導体（ＵＳ４９５０９５０）、ポ
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リシラン（ＪＰ－Ａ－２－２０４９９６）、アニリンコポリマー（ＪＰ－Ａ－２－２８２
２６３）、チオフェンオリゴマー（日本特許平成元（１９８９）年第２１１３９９号）、
ポリチオフェン、ポリ（Ｎ－ビニルカルバゾール）（ＰＶＫ）、ポリピロール、ポリアニ
リンおよび他の導電性巨大分子、ならびにさらなるコポリマー（coplymers）、たとえば
、ＰＥＤＯＴ／ＰＳＳ（ポリスチレン（ＰＳＳ）を加えたポリ（３，４－エチレンジオキ
シチオフェン）の水分散液）である。プラズマ蒸着フッ化炭素ポリマー（ＵＳ６１２７０
０４、ＵＳ６２０８０７５、ＵＳ６２０８０７７）、ポルフィリン化合物（ＪＰ－Ａ－６
３－２９５６９６５、ＵＳ４７２０４３２）、芳香族ジメチリデン系化合物、カルバゾー
ル化合物、たとえば、ＣＤＢＰ、ＣＢＰ、ｍＣＰ、芳香族第三級アミンおよびスチリルア
ミン化合物（ＵＳ４１２７４１２）、たとえば、ベンジジン系のトリフェニルアミン、ス
チリルアミン系のトリフェニルアミン、ジアミン系のトリフェニルアミン。アリールアミ
ンデンドリマー（日本特許平成８（１９９６）年第１９３１９１号）、モノマートリアリ
ールアミン（ＵＳ３１８０７３０）、１個以上のビニルラジカルおよび／もしくは活性水
素を含有する少なくとも１個の官能基を含有するトリアリールアミン（ＵＳ３５６７４５
０およびＵＳ３６５８５２０）、またはテトラアリールジアミン（２つの第三級アミン単
位がアリール基を介して接続されている）を使用することも可能である。より多くのトリ
アリールアミノ基が分子中に存在することも可能である。フタロシアニン誘導体、ナフタ
ロシアニン誘導体、ブタジエン誘導体またはキノリン誘導体、たとえば、ジピラジノ［２
，３－ｆ：２’，３’－ｈ］キノサリンヘキサカルボニトリルも適切である。
【０１０８】
　使用されるＨＴＭまたはＨＩＭは、同じく、無機化合物、たとえばｐ型Ｓｉおよびｐ型
ＳｉＣ、または無機酸化物、たとえば、酸化バナジウム（ＶＯx）、酸化モリブデン（Ｍ
ｏＯx）もしくは酸化ニッケル（ＮｉＯx）であってよい。
【０１０９】
　ＨＴＭまたはＨＩＭとしては、少なくとも２つの第三級アミン単位を含有する芳香族第
三級アミン（ＵＳ２００８／０１０２３１１Ａ１、ＵＳ４７２０４３２およびＵＳ５０６
１５６９）、たとえば、ＮＰＤ（α－ＮＰＤ＝４，４’－ビス［Ｎ－（１－ナフチル）－
Ｎ－フェニルアミノ］ビフェニル）（ＵＳ５０６１５６９）、ＴＰＤ２３２（＝Ｎ，Ｎ’
－ビス－（Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－４－アミノフェニル）－Ｎ，Ｎ－ジフェニル－４，４
’－ジアミノ－１，１’－ビフェニル）またはＭＴＤＡＴＡ（ＭＴＤＡＴＡまたはｍ－Ｍ
ＴＤＡＴＡ＝４，４’，４’’－トリス［３－メチルフェニル）フェニルアミノ］トリフ
ェニルアミン）（ＪＰ－Ａ－４－３０８６８８）、ＴＢＤＢ（＝Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テ
トラ（４－ビフェニル）ジアミノビフェニレン）、ＴＡＰＣ（＝１，１－ビス（４－ジ－
ｐ－トリルアミノフェニル）シクロヘキサン）、ＴＡＰＰＰ（＝１，１－ビス（４－ジ－
ｐ－トリルアミノフェニル）－３－フェニルプロパン）、ＢＤＴＡＰＶＢ（＝１，４－ビ
ス［２－［４－［Ｎ，Ｎ－ジ（ｐ－トリル）アミノ］フェニル］ビニル］ベンゼン）、Ｔ
ＴＢ（＝Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラ－ｐ－トリル－４，４’－ジアミノビフェニル）、
ＴＰＤ（＝４，４’－ビス［Ｎ－３－メチルフェニル］－Ｎ－フェニルアミノ）ビフェニ
ル）、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラフェニル－４，４’’’－ジアミノ－１，１’，４’
，１’’，４’’，１’’’－クアテルフェニル、同じく、カルバゾール単位を含有する
第三級アミン、たとえば、ＴＣＴＡ（＝４－（９Ｈ－カルバゾール－９－イル）－Ｎ，Ｎ
－ビス［４－（９Ｈ－カルバゾール－９－イル）フェニル］ベンゼンアミン）が好ましい
。同じく、ＵＳ２００７／００９２７５５Ａ１に従って、ヘキサアザトリフェニレン化合
物、およびフタロシアニン誘導体（たとえば、Ｈ2Ｐｃ、ＣｕＰｃ（＝銅フタロシアニン
）、ＣｏＰｃ、ＮｉＰｃ、ＺｎＰｃ、ＰｄＰｃ、ＦｅＰｃ、ＭｎＰｃ、ＣｌＡｌＰｃ、Ｃ
ｌＧａＰｃ、ＣｌＩｎＰｃ、ＣｌＳｎＰｃ、Ｃｌ2ＳｉＰｃ、（ＨＯ）ＡｌＰｃ、（ＨＯ
）ＧａＰｃ、ＶＯＰｃ、ＴｉＯＰｃ、ＭｏＯＰｃ、ＧａＰｃ－Ｏ－ＧａＰｃ）が好ましい
。
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【化１８】

【０１１０】
　下記のトリアリールアミン化合物が特に好ましく、これらは、置換されていてもよい（
化合物が公開されている出典は、各事例において以下で指示する）：
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【化１９－２】
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【化１９－３】
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【化１９－４】

【０１１１】
　さらなる正孔輸送材料は、正孔注入材料としてはＥＰ０８９１１２１Ａ１およびＥＰ１
０２９９０９Ａ１において、注入層としては概してＵＳ２００４／０１７４１１６Ａ１に
おいて記述されている。
【０１１２】
　正孔輸送層は、純粋な材料の形態であるか、またはドープされていてよい。ドーピング
は、伝導性を改善することができる。固有材料の例は、純粋なα－ＮＰＢおよびＴＰＤで
ある。ドープ層の例は、ＵＳ２００３－０２３０９８０に従って、Ｆ4－ＴＣＮＱでドー
プされたｍ－ＭＴＤＡＴＡである。
【０１１３】
　正孔輸送層は、架橋されていてもよく、たとえばＮ4，Ｎ4’－ジ（ナフタレン－１－イ
ル）－Ｎ4，Ｎ4’－ビス（４－ビニルフェニル）ビフェニル－４，４’－ジアミンは、架
橋反応のために低温を有する。フラーレン誘導体、たとえばＵＳ２００８／００５４７８
３Ａ１に従う｛６｝－１－（３－（メトキシカルボニル）プロピル）－｛５｝－１－フェ
ニル－［６，６］－Ｃ６１は、ドーパントとして用いることもできる。さらなるフラーレ
ン誘導体は、Ｗａｎｇら、Ａｐｐｌｉｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃｓ　Ｌｅｔｔ．８０（２０）、
（２００２）、３８４７～３８４９において記述されている。
【０１１４】
　ＥＴＭまたはＥＩＭとして、好ましくは電子輸送および電子注入層に適切な化合物は、
８－ヒドロキシキノリンの金属キレート（たとえば、ＬｉＱ、ＡｌＱ3、ＧａＱ3、ＭｇＱ

2、ＺｎＱ2、ＩｎＱ3、ＺｒＱ4）、ＢＡｌＱ、Ｇａオキシノイド錯体、４－アザフェナン
トレン－５－オール／Ｂｅ錯体（ＵＳ５５２９８５３Ａ）、
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【化２０】

【０１１５】
ブタジエン誘導体（ＵＳ４３５６４２９）、ヘテロ環式光学的光沢剤（ＵＳ４５３９５０
７）、ベンズイミダゾール誘導体（ＵＳ２００７／０２７３２７２Ａ１）、たとえば、Ｔ
ＰＢＩ（ＵＳ５７６６７７９）、

【化２１】

【０１１６】
式（３１１）－ＴＰＢＩ（２，２’，２’’－（１，３，５－ベンゼントリイル）トリス
（１－ファニル－１Ｈ－ベンズイミダゾール）
１，３，５－トリアジン、たとえばスピロビフルオレントリアジン誘導体（たとえば、未
公開出願ＤＥ１０２００８０６４２００．２に従って）
ピレン、アントラセン、テトラセン、フルオレン、スピロフルオレン、デンドリマー、テ
トラセン（たとえばルブレン誘導体）、１，１０－フェナントロリン誘導体（ＪＰ２００
３－１１５３８７、ＪＰ２００４－３１１１８４、ＪＰ－２００１－２６７０８０、ＷＯ
２００２－０４３４４９）、シラシクロペンタジエン誘導体（ＥＰ１４８０２８０、ＥＰ
１４７８０３２、ＥＰ１４６９５３３）、ボラン誘導体、たとえば、Ｓｉを加えたトリア
リールボラン誘導体、
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【化２２】

【０１１７】
ピリジン誘導体（ＪＰ２００４－２００１６２）、フェナントロリン、とりわけ１，１０
－フェナントロリン誘導体、たとえば、ＢＣＰおよびＢｐｈｅｎ、また、ビフェニルもし
くは他の芳香族基を介して接続された複数のフェナントロリン（ＵＳ２００７／０２５２
５１７Ａ１）またはアントラセンに接続されたフェナントロリン（ＵＳ２００７／０１２
２６５６Ａ１）もである。
【化２３】

【０１１８】
　同じくＥＴＭまたはＥＩＭとして適切なのは、ヘテロ環式有機化合物、たとえば、チオ
ピランジオキシド、オキサゾール、トリアゾール、イミダゾールまたはオキサジアゾール
である。Ｎを含有する５員環、たとえば、オキサゾール、チアゾール、オキサジアゾール
、チアジアゾール、トリアゾールの使用の例として、とりわけＵＳ２００８／０１０２３
１１Ａ１が用いられ得る。好ましい化合物は、下記（公開出典は以下に記す）：
トリアゾール、たとえば
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【化２４】

【０１１９】
式（３１５）－Ｙ．Ａ．Ｌｅｖｉｎ、Ｍ．Ｓ．Ｓｋｏｒｏｂｏｇａｔｏｖａ、Ｋｈｉｍｉ
ｙａ　Ｇｅｔｅｒｏｔｓｉｋｌｉｃｈｅｓｋｉｋｈ　Ｓｏｅｄｉｎｅｎｉｉ　１９６７（
２）、３３９～３４１
１，３，４－オキサジアゾール、たとえば
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【化２５】

【０１２０】
である。
【０１２１】
　有機化合物、たとえば、フルオレノン、フルオレニリデンメタン、ペリレンテトラカル
ボン酸、アントラキノンジメタン、ジフェノキノン、アントロンおよびアントラキノンジ
エチレンジアミンの誘導体を、ＥＴＭまたはＥＩＭとして用いることも可能である。
【０１２２】
　ＥＴＭまたはＥＩＭとしては、２，９，１０－置換アントラセン（１－または２－ナフ
チルおよび４－または３－ビフェニルを持つ）、または２つのアントラセン単位を含有す
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る分子（ＵＳ２００８／０１９３７９６Ａ１）が好ましい。ベンズイミダゾール誘導体を
持つ９，１０－置換アントラセン単位の化合物も極めて有利である。
【化２６】

【０１２３】
　本発明は、リン光性エミッター単位Ａ１および放出単位Ｂ１を含有する非共役ポリマー
またはデンドリマーにさらに関する。
【０１２４】
　放出単位Ｂ１は、リン光性または蛍光エミッター単位であり得るが、好ましくはリン光
性エミッター単位である。
【０１２５】
　適切なリン光性および蛍光エミッター単位については、本発明による混合物との関連で
既に上述した。本発明による混合物におけるリン光性および蛍光エミッター単位について
すべての好ましい態様は、本発明による非共役ポリマーまたはデンドリマーの好ましい変
異体にも当てはまる。比喩的な意味で、本明細書におけるエミッター単位Ａ１は、化合物
Ａにおける上記で言及したエミッター単位に対応し、エミッター単位Ｂ１は、化合物Ｂに
おける上記で言及した放出単位に対応する。
【０１２６】
　本発明による混合物の化合物Ｂとの関連で上記で言及したポリマー、その調製のための
プロセスおよびその中に任意に存在していてもよい単位のすべての特色は、本発明による
非共役ポリマーまたはデンドリマーにも当てはまり、但し、本発明による非共役ポリマー
は常に非共役ポリマーであり、１つの放出単位Ｂ１以外に、リン光性単位Ａ１も含有する
。
【０１２７】
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　加えて、本発明による非共役ポリマーまたはデンドリマー中の単位Ａ１およびＢ１は、
互いに共役していないのが好ましい、すなわち、ポリマーはこれらの単位の間に少なくと
も１種の共役遮断単位を含有する。共役遮断単位は、好ましくは、上述した通りの単位を
意味すると解される。特に好ましい共役遮断単位は、上記で言及した通り、式（２６５）
～（２７９）のもの、およびそれらの好ましい形態である。
【０１２８】
　本発明による非共役ポリマーまたはデンドリマーにおいて、単位Ａ１およびＢ１は、ポ
リマーの主鎖中に繰り返し単位として存在してよく、または側鎖として連結されていても
よい。ポリマーまたはデンドリマーは、加えて、以下で言及する通り、さらなる官能基を
繰り返し単位として主鎖中または側鎖中に含有していてもよい。
【０１２９】
　言及したすべての態様において、本発明による非共役ポリマーまたはデンドリマーは、
好ましくは、リン光性エミッター単位Ａ１と放出単位Ｂ１の両方が金属－リガンド配位化
合物単位であるものである。金属－リガンド配位化合物単位の定義ならびに好ましい態様
および例は、上記で指示されている。
【０１３０】
　好ましい態様において、非共役ポリマーは、下記の式（３２３）：
【化２７】

【０１３１】
のポリマーに対応する。
【０１３２】
　式（３２３）において、使用された記号および添え字は、下記の意味を有する：
Ｃ１は、好ましくは、正孔輸送材料、電子輸送材料およびマトリックス材料、特に好まし
くは上述した通りのマトリックス材料からなる単位から選択されるラジカルであり、前記
正孔輸送材料および電子輸送材料は、上述および後述の通りである；
Ａ１およびＢ１は、上記で定義した意味を有し、但し、上記で言及した放出単位／化合物
は、水素原子を１位に担持せず、この位置でポリマー主鎖骨格と結合しており；
ｘ、ｙ、ｚは、それぞれの単位のモル百分率（ｍｏｌ－％）であり、ここで、ｘ＋ｙ＋ｚ
＝１であり、ここで、ｘ＞０、ｙ＞０かつｚ≧０、好ましくはｚ＞０である。
【０１３３】
　さらに好ましい態様において、非共役ポリマーは、下記の式（３２４）：

【化２８】

【０１３４】
のポリマーに対応する。



(64) JP 6258036 B2 2018.1.10

10

20

30

40

50

【０１３５】
　式（３２４）において、使用された記号および添え字は、下記の意味を有する：
ＢＢは、出現する毎に同一にまたは異なって、ポリマーの共役遮断を確保するポリマーの
主鎖骨格単位を表し；故にＢＢは、好ましくは、上述した通りの共役遮断単位であり；
Ａ１、Ｂ１、Ｃ１、ｘ、ｙおよびｚは、式（３２３）について定義したのと同じ意味を有
し、但し、上記で言及した放出単位／化合物は水素原子を２位に担持せず、これらの位置
でＢＢと結合している。
【０１３６】
　さらに好ましい態様において、非共役ポリマーは、下記の式（３２５）：
【化２９】

【０１３７】
のポリマーに対応する。
【０１３８】
　式（３２５）において使用された記号および添え字は、下記の意味を有する：
Ａは、線状または分枝アルキレン、シクロアルキレン、アルキルシリレン、シリレン、ア
リールシリレン、アルキルアルコキシアルキレン、アリールアルコキシアルキレン、アル
キルチオアルキレン、スルホン、アルキレンスルホン、スルホン酸化物、アルキレンスル
ホン酸化物からなる群から選択される共役遮断単位であり、ここで、各事例におけるアル
キレン基は、互いに独立に、１～１２個のＣ原子を有し、ここで、１個以上のＨ原子は、
Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ、アルキル、ヘテロアルキル、シクロアルキル、アリールまたはヘテ
ロアリールにより置きかえられていてもよく；
ＢＢは、出現する毎に同一にまたは異なって、ポリマーの共役遮断を確保するポリマーの
主鎖骨格単位を表し；
Ａ１、Ｂ１およびＣ１は、式（３２３）について定義したのと同じ意味を有し、但し、Ｂ
１の事例における上記で言及した放出単位／化合物は、水素原子を１位に担持せず、この
位置でＡと結合しており、Ａ１の事例における上記で言及した放出単位／化合物は、水素
原子を３位に担持せず、これらの位置でＢＢおよびＡと結合しており；
ｘ、ｚは、それぞれの単位のモル百分率（ｍｏｌ－％）であり、ｘ＋ｚは１であり、ここ
で、ｘ＞０かつｚ≧０、好ましくはｚ＞０である。
【０１３９】
　さらに好ましい態様において、非共役ポリマーは、下記の式（３２６）：

【化３０】

【０１４０】
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【０１４１】
　式（３２６）において使用された記号および添え字は、下記の意味を有する：
ＢＢは、ポリマーの共役遮断を確保するポリマーの主鎖骨格単位を表し；
Ａ１、Ｂ１およびＣ１は、式（３２３）について定義したのと同じ意味を有し、但し、Ｂ
１の事例における上記で言及した放出単位／化合物は、水素原子を１位に担持せず、この
位置でＢＢと結合しており、Ａ１の事例における上記で言及した放出単位／化合物は、水
素原子を２位に担持せず、これらの位置でＢＢと結合しており；
ｘ、ｚは、それぞれの単位のモル百分率（ｍｏｌ－％）であり、ｘ＋ｚは１であり、ここ
で、ｘ＞０かつｚ≧０、好ましくはｚ＞０である。
【０１４２】
　式（３２５）にあるようなＡによる、および式（３２６）にあるようなＢＢによる、ポ
リマー中の２つの放出単位の結合は、２つのエミッター単位が無作為に分配されておらず
、故に、２つのエミッター分子の互い（ドナーおよびアクセプター）の必須の小さい距離
間隔が最大限に保証されるという、エミッター化合物およびホストの混合物を上回る利点
を有する。
【０１４３】
　下記のコポリマーは、本発明に従って非常に特に好ましい：
式（３２３）のブロックコポリマーは、好ましくは、一般式（３２７）の２つのブロック
：
【化３１】

【０１４４】
を含有する。
【０１４５】
　使用された記号および添え字は、下記の意味を有する：
ｎは、出現する毎に同一であるかまたは異なっており、好ましくは同一であり、好ましく
は０、１、２または３に等しく；ｏおよびｍは、３以上、好ましくは１０以上、特に好ま
しくは２０以上の単位の繰り返し数である。使用された他の添え字は、上記で定義したの
と同じ意味を有する。
【０１４６】
　式（３２４）のブロックコポリマーは、好ましくは、一般式（３２８）の２つのブロッ
ク：
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【０１４７】
を含有する。
【０１４８】
　式（３２８）において使用された記号および添え字は、上記で定義したのと同じ意味を
有する。
【０１４９】
　単位ＢＢについて、本発明による混合物のポリマーのためのマトリックス材料との関連
で上記で指示した通りの単位の使用が好ましく、但し、それは、少なくとも１種の共役遮
断単位、たとえば、ｓｐ3原子を含有する。
【０１５０】
　式（３２５）のブロックコポリマーは、好ましくは、一般式（３２９）の２つのブロッ
ク：

【化３３】

【０１５１】
を含有する。
【０１５２】
　式（３２９）において使用された記号および添え字は、上記で定義したのと同じ意味を
有する。単位ＢＢについて、本発明による混合物のポリマーのためのマトリックス材料と
の関連で指示した通りの単位の使用が好ましく、但し、それらは、少なくとも１種の共役
遮断単位、たとえば、ｓｐ3原子を含有する。
【０１５３】
　式（３２６）のブロックコポリマーは、好ましくは、一般式（３３０）の２つのブロッ
ク：



(67) JP 6258036 B2 2018.1.10

10

20

30

40

【化３４】

【０１５４】
を含有する。
【０１５５】
　式（３３０）において使用された記号および添え字は、上記で定義したのと同じ意味を
有する。単位ＢＢについて、本発明による混合物のポリマーのためのマトリックス材料と
の関連で指示した通りの単位の使用が好ましく、但し、それらは、少なくとも１種の共役
遮断単位、たとえば、ｓｐ3原子を含有する。
【０１５６】
　本発明は、２つのブロック（ブロック１およびブロック２）を含有するブロックコポリ
マーにさらに関し、ここで、ブロック１は、官能基（これは、ＨＴＭ、ＨＩＭ、ＥＴＭ、
ＥＩＭ、ホスト、リン光性エミッターまたは蛍光エミッターから選択され得る）を含有す
る少なくとも１種の繰り返し単位を含有し、ブロック２は、イオン輸送特性を有する。
【０１５７】
　その中のブロック１は、好ましくは、一般式（３３１）：

【化３５】

【０１５８】
に従って構築され、式中、Ｄは、官能基（好ましくは、ＨＴＭ、ＨＩＭ、ＥＴＭ、ＥＩＭ
、ホスト、リン光性エミッターまたは蛍光エミッターから選択される）であり；ｏは、単
位の繰り返し数であり、３以上、好ましくは１０以上、特に好ましくは２０以上の自然数
である。
【０１５９】
　ブロック２は、好ましくは、Ｌｉイオン輸送特性を有する。ブロック２への好ましい導
入形態において、一般式（３３２）のブロックは、
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【化３６】

【０１６０】
である。
【０１６１】
　ＰＥＯブロック含有のそのようなポリマーは、Ｌｉ塩含有ＯＬＥＣにおいて使用され得
る。本発明によるＰＥＯブロックコポリマーを含有するＯＬＥＣは、従来のＯＬＥＣを上
回る下記の利点を有し、ここで、放出性化合物およびＬｉ塩の他には、追加のＬｉイオン
伝導体、たとえばポリエチレンオキシドも存在する。
【０１６２】
　ポリエチレンオキシドは、極めて低いＴｇを有し、これは、プロセス中にかなりの制限
をもたらし得る。これらの問題は、本発明によるＰＥＯブロックコポリマーの使用によっ
て解決され得る。従来のＯＬＥＣにおいて使用される３つのコンポーネントの事例におい
て、極めて多くの場合、印刷またはコーティング中に相分離がある。本発明によるＰＥＯ
ブロックコポリマーの使用は、これらの問題を最小化させることができる。
【０１６３】
　本出願において示されているポリマーのためのすべての一般式中でアスタリスクにより
表される結合は、さらなる繰り返し単位との、またはポリマーの末端基との結合を表す。
【０１６４】
　本発明における「Ｃ1~40－アルキル基」または「Ｃ1~20－アルキル基」または「Ｃ1~10

－アルキル基」または「Ｃ1~4－アルキル基」は、好ましくは、線状、分枝または環式ア
ルキル基を意味すると解される。線状アルキル基は、好ましくは、１～４０個、ｍ１～２
０個、１～１０個または１～４個の炭素原子をそれぞれ有する。分枝または環式アルキル
基は、好ましくは、３～４０個、３～２０個、３～１０個または３～４０個の炭素原子を
それぞれ有する。１～４個、または３もしくは６個の炭素原子をそれぞれ有するアルキル
基が好ましい。これらのアルキル基上の１個以上の水素原子は、フッ素原子により置きか
えられていてもよい。加えて、これらの単位におけるＣＨ2基の１個以上は、ＮＲ、Ｏま
たはＳ（ここで、Ｒは、ＨおよびＣ1~6－アルキルからなる群から選択されるラジカルで
ある）により置きかえられていてもよい。ＣＨ2基の１個以上がＮＲ、ＯまたはＳにより
置きかえられているならば、これらの基の１つのみが、特に好ましくはＯ原子により、置
きかえられているのが特に好ましい。そのような化合物の例は、下記：メチル、エチル、
ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、ｎ－ブチル、ｉ－ブチル、ｓ－ブチル、ｔ－ブチル、２－
メチルブチル、ｎ－ペンチル、ｓ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、ｎ－ヘプチル、ｎ－オクチ
ル、２－エチルヘキシル、トリフルオロメチル、ペンタフルオロエチル、２，２，２－ト
リフルオロエチル、シクロペンチル、シクロヘキシル、シクロヘプチルおよびシクロオク
チルを含む。
【０１６５】
　「Ｃ2~40－アルケニル基」は、２～４０個の炭素原子を有する線状アルケニル基、また
は３～４０個の炭素原子を有する分枝もしくは環式アルケニル基を意味すると解される。
より好ましくは２または３～２０個を有する基、さらに一層好ましくは２または３～１０
個を有する基、最も好ましくは２または３～６個の炭素原子を有する基である。１個以上
の水素原子は、フッ素原子により置きかえられていてもよい。加えて、これらの単位中の
ＣＨ2基の１個以上は、ＮＲ、ＯまたはＳ（ここで、Ｒは、ＨおよびＣ1~6－アルキルから
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なる群から選択されるラジカルである）により置きかえられていてもよい。ＣＨ2基の１
個以上がＮＲ、ＯまたはＳにより置きかえられているならば、これらの基の１つのみが置
きかえられているのが特に好ましい。言及されていてもよいその例は、エテニル、プロペ
ニル、ブテニル、ペンテニル、シクロペンテニル、ヘキセニル、シクロヘキセニル、ヘプ
テニル、シクロヘプテニル、オクテニルおよびシクロオクテニルである。
【０１６６】
　「Ｃ2~40－アルキニル基」は、２～４０個の炭素原子を有する線状または分枝アルキニ
ル基を意味すると解される。アルキニル基は、より好ましくは２～２０個、さらに一層好
ましくは２～１０個、最も好ましくは２～６個の炭素原子を有する。１個以上の水素原子
は、フッ素原子により置きかえられていてもよい。加えて、これらの単位中のＣＨ2基の
１個以上は、ＮＲ、ＯまたはＳ（ここで、Ｒは、ＨおよびＣ1~6－アルキルからなる群か
ら選択されるラジカルである）により置きかえられていてもよい。ＣＨ2基の１個以上が
ＮＲ、ＯまたはＳにより置きかえられているならば、これらの基の１つのみが置きかえら
れているのが特に好ましい。言及されていてもよいその例は、エチニル、プロピニル、ブ
チニル、ペンチニル、ヘキシニルおよびオクチニルである。
【０１６７】
　単または多環式芳香族またはヘテロ芳香族炭化水素ラジカルは、好ましくは５～４０個
、より好ましくは５～２０個、最も好ましくは５または６個の芳香族環系を含有する。単
位が芳香族単位であれば、好ましくは６～４０個、より好ましくは６～２０個、最も好ま
しくは６個の炭素原子を環原子として含有する。単位がヘテロ芳香族単位であれば、５～
４０個、より好ましくは５～１０個、最も好ましくは５個の芳香族環原子を含有し、その
少なくとも１つはヘテロ原子である。ヘテロ原子は、好ましくは、Ｎ、Ｏおよび／または
Ｓから選択される。本明細書において、芳香族またはヘテロ芳香族単位は、単純な芳香族
環、すなわちベンゼン、または単純なヘテロ芳香族環、たとえばピリジン、ピリミジン、
チオフェン等、または縮合アリールもしくはヘテロアリール基、たとえばナフタレン、ア
ントラセン、フェナントレン、キノリン、イソキノリン、ベンゾチオフェン、ベンゾフラ
ンおよびインドール等のいずれかを意味すると解される。
【０１６８】
　芳香族またはヘテロ芳香族炭化水素ラジカルの本発明による例は、したがって：ベンゼ
ン、ナフタレン、アントラセン、フェナントレン、ピレン、クリセン、ベンズアントラセ
ン、ペリレン、ナフタセン、ペンタセン、ベンゾピレン、フラン、ベンゾフラン、イソベ
ンゾフラン、ジベンゾフラン、チオフェン、ベンゾチオフェン、イソベンゾチオフェン、
ジベンゾチオフェン、ピロール、インドール、イソインドール、ピリジン、キノリン、イ
ソキノリン、アクリジン、フェナントリジン、ベンゾ－５，６－キノリン、ベンゾ－６，
７－キノリン、ベンゾ－７，８－キノリン、フェノチアジン、フェノキサジン、ピラゾー
ル、インダゾール、イミダゾール、ベンズイミダゾール、ナフトイミダゾール、フェナン
トリミダゾール、ピリドイミダゾール、ピラジンイミダゾール、キノキサリンイミダゾー
ル、オキサゾール、ベンゾオキサゾール、ナフトオキサゾール、アントロオキサゾール、
フェナントロオキサゾール、イソオキサゾール、１，２－チアゾール、１，３－チアゾー
ル、ベンゾチアゾール、ピリダジン、ベンゾピリダジン、ピリミジン、ベンゾピリミジン
、キノキサリン、１，５－ジアザアントラセン、２，７－ジアザピレン、２，３－ジアザ
ピレン、１，６－ジアザピレン、１，８－ジアザピレン、４，５－ジアザピレン、４，５
，９，１０－テトラアザペリレン、ピラジン、フェナジン、フェノキサジン、フェノチア
ジン、フルオルビン、ナフチリジン、ベンゾカルボリン、フェナントロリン、１，２，３
－トリアゾール、１，２，４－トリアゾール、ベンゾトリアゾール、１，２，３－オキサ
ジアゾール、１，２，４－オキサジアゾール、１，２，５－オキサジアゾール、１，３，
４－オキサジアゾール、１，２，３－チアジアゾール、１，２，４－チアジアゾール、１
，２，５－チアジアゾール、１，３，４－チアジアゾール、１，３，５－トリアジン、１
，２，４－トリアジン、１，２，３－トリアジン、テトラゾール、１，２，４，５－テト
ラジン、１，２，３，４－テトラジン、１，２，３，５－テトラジン、プリン、プテリジ
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ン、インドリジンおよびベンゾチアジアゾールである。
【０１６９】
　本発明の意味での単または多環式芳香族環系は、好ましくは、６～６０個の炭素原子、
好ましくは６～３０個、特に好ましくは６～１０個の炭素原子を有する芳香族環系を意味
すると解される。本発明の意味での芳香族環系は、芳香族基のみを必ずしも含有するとは
限らず、加えて、複数の芳香族が、短い非芳香族単位（Ｈ以外の原子が１０％未満、好ま
しくはＨ以外の原子が５％未満）、たとえば、ｓｐ3混成Ｃ、Ｏ、Ｎ等により遮断されて
いてもよい系を意味すると解されるように意図されている。これらの芳香族環系は、単環
式であっても多環式であってもよい、すなわち、それらは１つの環（たとえばフェニル）
または２つ以上の環を含有していてもよく、これらは、縮合されていても（たとえばナフ
チル）、または共有結合により連結していても（たとえばビフェニル）、または縮合およ
び連結した環の組合せを含有していてもよい。
【０１７０】
　好ましい芳香族環系は、たとえば、フェニル、ビフェニル、トリフェニル、ナフチル、
アントラシル、ビナフチル、フェナントリル、ジヒドロフェナントリル、ピレン、ジヒド
ロピレン、クリセン、ペリレン、テトラセン、ペンタセン、ベンゾピレン、フルオレンお
よびインデンである。
【０１７１】
　本発明の意味での単または多環式ヘテロ芳香族環系は、好ましくは、５～６０個の環原
子、好ましくは５～３０個、特に好ましくは５～１４個の環原子を有するヘテロ芳香族環
系を意味すると解される。ヘテロ芳香族環系は、Ｎ、ＯおよびＳから選択される少なくと
も１個のヘテロ原子を含有する（残りの原子は炭素である）。ヘテロ芳香族環系は、加え
て、芳香族またはヘテロ芳香族基のみを必ずしも含有するとは限らず、加えて、複数の芳
香族またはヘテロ芳香族基が、短い非芳香族単位（Ｈ以外の原子が１０％未満、好ましく
はＨ以外の原子が５％未満）、たとえば、ｓｐ3混成Ｃ、Ｏ、Ｎ等により遮断されていて
もよい系を意味すると解されるように意図されている。これらのヘテロ芳香族環系は、単
環式であっても多環式であってもよい、すなわち、それらは１つの環（たとえばピリジル
）または２つ以上の環を含有していてもよく、これらは、縮合されていても、または共有
結合により連結していても、または縮合および連結した環の組合せを含有していてもよい
。
【０１７２】
　好ましいヘテロ芳香族環系は、たとえば、５員環、たとえばピロール、ピラゾール、イ
ミダゾール、１，２，３－トリアゾール、１，２，４－トリアゾール、テトラゾール、フ
ラン、チオフェン、セレノフェン、オキサゾール、イソオキサゾール、１，２－チアゾー
ル、１，３－チアゾール、１，２，３－オキサジアゾール、１，２，４－オキサジアゾー
ル、１，２，５－オキサジアゾール、１，３，４－オキサジアゾール、１，２，３－チア
ジアゾール、１，２，４－チアジアゾール、１，２，５－チアジアゾール、１，３，４－
チアジアゾール、６員環、たとえばピリジン、ピリダジン、ピリミジン、ピラジン、１，
３，５－トリアジン、１，２，４－トリアジン、１，２，３－トリアジン、１，２，４，
５－テトラジン、１，２，３，４－テトラジン、１，２，３，５－テトラジン、もしくは
縮合基、たとえばインドール、イソインドール、インドリジン、インダゾール、ベンズイ
ミダゾール、ベンゾトリアゾール、プリン、ナフトイミダゾール、フェナントリミダゾー
ル、ピリドイミダゾール、ピラジンイミダゾール、キノキサリンイミダゾール、ベンゾオ
キサゾール、ナフトオキサゾール、アントロオキサゾール、フェナントロオキサゾール、
イソオキサゾール、ベンゾチアゾール、ベンゾフラン、イソベンゾフラン、ジベンゾフラ
ン、キノリン、イソキノリン、プテリジン、ベンゾ－５，６－キノリン、ベンゾ－６，７
－キノリン、ベンゾ－７，８－キノリン、ベンゾイソキノリン、アクリジン、フェノチア
ジン、フェノキサジン、ベンゾピリダジン、ベンゾピリミジン、キノキサリン、フェナジ
ン、ナフチリジン、アザカルバゾール、ベンゾカルボリン、フェナントリジン、フェナン
トロリン、チエノ［２，３ｂ］チオフェン、チエノ［３，２ｂ］チオフェン、ジチエノチ
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オフェン、イソベンゾチオフェン、ジベンゾチオフェン、ベンゾチアジアゾチオフェン、
またはこれらの基の組合せである。イミダゾール、ベンズイミダゾールおよびピリジンが
特に好ましい。
【０１７３】
　用語「アリール」または「アリール基」は、上記で定義した通りの単または多環式芳香
族またはヘテロ芳香族環系を意味すると解される。
【０１７４】
　本発明における「シクロアルキル」は、好ましくは３～８個、より好ましくは５～８個
、最も好ましくは５または６個の炭素原子を有する、上記で定義した通りの環式アルキル
基を意味すると解される。
【０１７５】
　用語「アルキルシリル」は、モノ（Ｃ1~12－アルキル）シリル基、ジ（Ｃ1~12－アルキ
ル）シリル基およびトリ－（Ｃ1~12－アルキル）シリル基を意味すると解される。
【０１７６】
　本発明における「モノ（Ｃ1~12－アルキル）シリル基」は、１または３～１２個の炭素
原子をそれぞれ、より好ましくは１または３～６個の炭素原子をそれぞれ有する線状また
は分枝アルキル基（上記で定義した通り）と連結している（ＳｉＨ2）基を意味すると解
される。本発明における「ジ（Ｃ1~12－アルキル）シリル基」は、１または３～１２個の
炭素原子をそれぞれ、特に好ましくは１または３～６個の炭素原子をそれぞれ有する、出
現する毎に同一のまたは異なる２個の線状または分枝アルキル基（上記で定義した通り）
と連結している（ＳｉＨ）単位を意味すると解される。本発明における「トリ－（Ｃ1~12

－アルキル）シリル基」は、１または３～１２個の炭素原子をそれぞれ、より好ましくは
１または３～６個の炭素原子をそれぞれ有する、出現する毎に同一のまたは異なる３個の
線状または分枝アルキル基（上記で定義した通り）と連結している（Ｓｉ）単位を意味す
ると解される。「Ｃ1~40－アルキル基」との関連で上記で指示した例は、対応する数の炭
素原子を有する限り、本明細書において存在するアルキル基にも当てはまる。
【０１７７】
　本化合物における「シリル」は、１または３～５個のケイ素原子を有するシリル基を意
味すると解され、これは、線状または分枝である。その例は、モノシリル、ジシリル、ト
リシリル、テトラシリルおよびペンタシリルである。
【０１７８】
　本発明における「アリールシリル」は、５～６０個の芳香族環原子を有する１、２また
は３つの単または多環式の芳香族またはヘテロ芳香族環系により置換されているＳｉ1－
シリル基を意味すると解される。
【０１７９】
　本発明における「アルコキシアルキル」は、酸素原子を介して結合している、１または
３～１２個、より好ましくは１または３～６個の炭素原子をそれぞれ有する２個の線状ま
たは分枝アルキル基を有する一価エーテル単位を意味すると解される。「Ｃ1~40－アルキ
ル」の定義に関連して上記で指示した例は、対応する数の原子を有する限り、本明細書に
おいて存在するアルキル基にも当てはまる。
【０１８０】
　本発明における「アリールアルコキシアルキル」は、「アルコキシアルキル」について
上記で定義した通りの一価の単位を意味すると解され、ここで、１個のアルキル基は、５
～６０個の上記で定義した通りの芳香族環原子を有する単または多環式の芳香族またはヘ
テロ芳香族環系を表すアリールにより置換されている。
【０１８１】
　本発明における「アルキルチオアルキル」は、硫黄原子を介して結合されている、１ま
たは３～１２個、より好ましくは１または３～６個の炭素原子をそれぞれ有する２個の線
状または分枝アルキル基を有する一価チオエーテル単位を意味すると解される。「Ｃ1~40

－アルキル」の定義に関連して上記で指示した例は、対応する数の原子を有する限り、本
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明細書において存在するアルキル基にも当てはまる。
【０１８２】
　本発明における「アルキルスルホン」は、１～１２個の炭素原子を有するアルキル基に
より置換されているＳ（＝Ｏ）2－単位を意味すると解される。「Ｃ1~40－アルキル」の
定義に関連して上記で指示した例は、対応する数の原子を有する限り、本明細書において
存在するアルキル基にも当てはまる。
【０１８３】
　本発明における「Ｃ1~12－アルキルスルホキシド」は、１～１２個の炭素原子を有する
アルキル基により置換されている－Ｓ（＝Ｏ）－単位を意味すると解される。「Ｃ1~40－
アルキル」の定義に関連して上記で指示した例は、対応する数の炭素原子を有する限り、
本明細書において存在するアルキル基にも当てはまる。
【０１８４】
　本発明において記述されているすべてのポリマーまたはデンドリマーは、本発明による
繰り返し単位以外に、以下の群１～８から選択されるさらなる構造単位を繰り返し単位と
して主鎖骨格中に、または側鎖として、含有していてもよい。これらは、とりわけ、ＷＯ
０２／０７７０６０Ａ１およびＷＯ２００５／０１４６８９Ａ２において開示され、広く
収載されているものである。これらは参照により本発明に組み込まれる。さらなる構造単
位は、たとえば、下記のクラスを起源とすることができる：
群１：ポリマーの正孔注入および／または正孔輸送特性を強化する単位；
群２：ポリマーの電子注入および／または電子輸送特性を強化する単位；
群３：群１および群２の個々の単位の組合せを有する単位；
群４：放出特徴を、電子リン光が電子蛍光の代わりに取得され得る程度に修正する単位；
群５：いわゆる一重項状態から三重項状態への移動を改善する単位；
群６：結果として生じるポリマーの放出色に影響を与える単位；
群７：典型的には骨格として使用される単位；
群８：結果として生じるポリマーの膜形態学的および／または流動学的特性に影響を与え
る単位。
【０１８５】
　本発明による好ましいホスト化合物は、少なくとも１種の構造単位が正孔輸送特性を有
する、すなわち、群１および／または２の単位を含有するものである。
【０１８６】
　正孔注入および／または正孔輸送特性を有する群１の構造単位は、たとえば、トリアリ
ールアミン、ベンジジン、テトラアリール－パラ－フェニレンジアミン、トリアリールホ
スフィン、フェノチアジン、フェノキサジン、ジヒドロフェナジン、チアントレン、ジベ
ンゾ－パラ－ジオキシン、フェノキサチイン、カルバゾール、アズレン、チオフェン、ピ
ロールおよびラン単位、ならびに高いＨＯＭＯ（ＨＯＭＯ＝最高被占分子軌道）を有する
さらなるＯ、ＳまたはＮ含有ヘテロ環である。これらのアリールアミンおよびヘテロ環は
、好ましくは、ホスト化合物において、－５．８ｅＶより大きい（真空準位に対して）、
特に好ましくは－５．５ｅＶより大きいＨＯＭＯをもたらす。
【０１８７】
　電子注入および／または電子輸送特性を有する群２の構造単位は、たとえば、ピリジン
、ピリミジン、ピリダジン、ピラジン、オキサジアゾール、キノリン、キノキサリン、ア
ントラセン、ベンズアントラセン、ピレン、ペリレン、ベンズイミダゾール、トリアジン
、ケトン、ホスフィンオキシドおよびフェナジン単位であるが、トリアリールボラン、お
よび低いＬＵＭＯ（ＬＵＭＯ＝最低空分子軌道）を有するさらなるＯ、ＳまたはＮ含有ヘ
テロ環でもある。これらの単位は、ホスト化合物において、好ましくは、－１．５ｅＶ未
満（真空準位に対して）、特に好ましくは－２．０ｅＶ未満のＬＵＭＯをもたらす。
【０１８８】
　本発明によるホスト化合物が、正孔移動度を増加させる構造および互いに直接結合した
電子移動度（すなわち、群１および２の単位）を増加させる構造、または正孔移動度と電
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子移動度の両方を増加させる構造を含有する群３の単位を含有することが好ましい場合が
ある。これらの単位のいくつかは、エミッターとしての役割を果たし、放出色を緑色、黄
色または赤色にシフトさせることができる。故に、それらの使用は、たとえば、元は青色
であった放出ポリマーからの他の放出色の発生に適切である。
【０１８９】
　群４による構造単位は、室温であっても高効率で三重項状態から光を放出する、すなわ
ち、電子蛍光の代わりに電子リン光を呈することができるものであり、これは、エネルギ
ー効率の増加を高頻度で引き起こす。この目的に適切なのは、第一に、３６より大きい原
子番号を有する重原子を含有する化合物である。上記で言及した条件を満たすｄ－または
ｆ－遷移金属を含有する化合物が好ましい。本明細書においては、群８～１０の元素（Ｒ
ｕ、Ｏｓ、Ｒｈ、Ｉｒ、Ｐｄ、Ｐｔ）を含有する、対応する構造単位が好ましい。本明細
書における、本発明によるホスト化合物に適切な構造単位は、たとえば、ＷＯ０２／０６
８４３５Ａ１、ＷＯ０２／０８１４８８Ａ１、ＥＰ１２３９５２６Ａ２およびＷＯ２００
４／０２６８８６Ａ２において記述されている種々の錯体である。対応するモノマーは、
ＷＯ０２／０６８４３５Ａ１およびＷＯ２００５／０４２５４８Ａ１において記述されて
いる。
【０１９０】
　群５の構造単位は、一重項状態から三重項状態への移動を改善し、群３の構造単位の支
持において用いられ、これらの構造要素のリン光特性を改善するものである。この目的に
適切なのは、特に、たとえば、ＷＯ２００４／０７０７７２Ａ２およびＷＯ２００４／１
１３４６８Ａ１において記述されている、カルバゾールおよび架橋カルバゾールダイマー
単位である。また、この目的に適切なのは、たとえば、ＷＯ２００５／０４０３０２Ａ１
において記述されている、ケトン、ホスフィンオキシド、スルホキシド、スルホン、シラ
ン誘導体および同様の化合物もである。
【０１９１】
　群６の構造単位は、上記で言及したもの以外に、少なくとも１つのさらなる芳香族構造
または上記で言及した群に該当しない別の共役構造を有する、すなわち、電荷－担体移動
度に対してわずかしか影響を有さないものであり、これらは、有機金属錯体ではなく、ま
たは一重項－三重項移動に影響を与えない。この種類の構造要素は、放出色に影響を与え
る場合がある。したがって、単位に応じて、それらはエミッターとしても用いられ得る。
本明細書においては、６～４０個のＣ原子を有する芳香族構造、またはトラン、スチルベ
ンもしくはビススチリルアリーレン単位（これらのそれぞれは、１個以上のラジカルＲに
より置換されていてもよい）も好ましい。本明細書においては、１，４フェニレン、１，
４－ナフチレン、１，４－または９，１０－アントリレン、１，６－、２，７－または４
，９－ピレニレン、３，９－または３，１０－ペリレニレン、４，４’－ビフェニリレン
、４，４’’テルフェニリレン、４，４’－ビ－１，１’－ナフチリレン、４，４’－ト
ラニレン、４，４’－スチルベニレン、４，４’’ビススチリルアリーレン、ベンゾチア
ジアゾールおよび対応する酸素誘導体、キノサリン、フェノチアジン、フェノキサジン、
ジヒドロフェナジン、ビス（チオフェニル）アリーレン、オリゴ（チオフェニレン）、フ
ェナジン、ルブレン、ペンタセンまたはペリレン誘導体の組み込みが特に好ましく、これ
らは、好ましくは置換、もしくは好ましくは共役プッシュ－プル系（ドナーおよびアクセ
プター置換基により置換されている系）、または系、たとえばスクアリンもしくはキナク
リドン（これらは、好ましくは置換されている）である。
【０１９２】
　群７の構造単位は、６～４０個のＣ原子を有する芳香族構造を含有する単位であり、こ
れらは、典型的にはポリマー骨格として使用される。これらは、たとえば、４，５－ジヒ
ドロピレン誘導体、４，５，９，１０－テトラヒドロピレン誘導体、フルオレン誘導体、
９，９’スピロビフルオレン誘導体、フェナントレン誘導体、９，１０－ジヒドロフェナ
ントレン誘導体、５，７－ジヒドロジベンゾオキセピン誘導体、ならびにｃｉｓ－および
ｔｒａｎｓ－インデノフルオレン誘導体である。
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【０１９３】
　群８の構造単位は、ホスト化合物、たとえば、シロキサン、長アルキル鎖またはフッ素
化基だけでなく、特に剛性または柔軟単位、たとえば、液晶形成単位または架橋可能な基
の膜形態学的および／または流動学的特性にも影響を与えるものである。
【０１９４】
　式（Ｉ）の構造単位以外に、好ましい構造単位とは異なる群１～８から選択される１つ
以上の単位を同時に追加で含有する、本発明によるポリマーもしくはデンドリマー、また
は本発明による混合物のポリマーもしくはデンドリマーが好ましい。同じく、１つの群の
複数の構造単位が、同時に存在することが好ましい場合がある。
【０１９５】
　本明細書においては、少なくとも１種の式（Ｉ）の構造単位以外に、ポリマーまたはデ
ンドリマーの構造単位の総数に基づいて、群７の単位、特に好ましくは少なくとも５０ｍ
ｏｌ％のこれらの単位も含有する、本発明によるポリマー、または本発明による混合物の
ポリマーもしくはデンドリマーが好ましい。
【０１９６】
　同じく、本発明によるポリマー、または本発明による混合物のポリマーもしくはデンド
リマーが、電荷輸送または電荷注入を改善する単位、すなわち、群１および／または２の
単位を含有することが好ましく、０．５～３０ｍｏｌ％の割合のこれらの単位が特に好ま
しく、１～１０ｍｏｌ％の割合のこれらの単位が非常に特に好ましい。
【０１９７】
　本発明によるポリマー、または本発明による混合物のポリマーもしくはデンドリマーが
、群７の構造単位ならびに群１および／または２の単位、特に少なくとも５０ｍｏｌ％の
群７の単位ならびに０．５～３０ｍｏｌ％の群１および／または２の単位を含有すること
がさらに特に好ましい。
【０１９８】
　上記で言及した構造単位を重合させることができるように、これらは、好ましくは、カ
ップリング反応、好ましくは金属触媒クロスカップリング反応に利用しやすい脱離基を含
有する。脱離基で官能化された化合物は、重合の基礎を表す。故に、臭素誘導体を、アリ
ールボロン酸もしくはアリールボロン酸誘導体と鈴木カップリングによって、または有機
スズ化合物とスティル法によって反応させて、対応するポリマーまたはデンドリマーを得
ることができる。
【０１９９】
　これらのプロセスは、先行技術から知られている。故に、鈴木カップリングは、たとえ
ば、ジフェニル誘導体またはビニル芳香族化合物の形成のためのクロスカップリング反応
であり、ここで、アリールボロン酸を、好ましくは、ハロゲン化芳香族化合物と、好まし
くはパラジウム／ホスフィン錯体の触媒的使用により反応させる。芳香族化合物の反応性
は、臭素からトリフルオロメタンスルホン酸エステル（esther）を介してヨウ素へと増加
し、その間に、反応性の弱い塩素化芳香族化合物であってもパラジウム／ホスフィン触媒
と反応することができる。スティルクロスカップリング反応は、有機ホウ素化合物の代わ
りに有機スズ化合物によって類似して進行するが、これらはその高毒性のため、あまり好
ましくない。
【０２００】
　本発明の目的のために、反応性脱離基、たとえば、臭素、ヨウ素、ボロン酸、ボロン酸
エステル、トシレートまたはトリフレートにより置換されている構造単位が特に好ましい
。これらは、対応する共役、部分共役もしくは非共役ポリマー、オリゴマーの生成のため
のコモノマーとして、またはデンドリマーのコアとして使用されていてもよい。本明細書
において、重合は、好ましくは、ハロゲン官能基またはボロン酸官能基を介して発生する
。
【０２０１】
　ポリマー合成のさらなる可能性は、酸誘発性、塩基誘発性またはフリーラジカル連鎖重
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合によってビニル基含有またはアルケニル基含有モノマーを調製することにある。
【０２０２】
　モノマーのためのさらなる考えられる重合プロセスは、たとえば、ＷＯ２０１０／１３
６１１１、ＷＯ２０１０／１３６１１０、ＤＥ１０２０１００２７３２０．１およびＤＥ
１０２０１０００６３７７．０において開示されている。
【０２０３】
　本発明は、本発明による混合物または本発明によるポリマーもしくはデンドリマーを含
む層を含む、多層構造にさらに関する。
【０２０４】
　本発明における多層構造は、２つ以上の層（これらは、好ましくは、ガラス支持体に連
続的に適用される）を含む多層構造を意味すると解される。層は、本発明による個々の化
合物を含んでいてもよい。層が、異なる特性を有するさらなる化合物またはポリマーまた
はデンドリマーを含むことが好ましい。
【０２０５】
　本発明は、本発明による混合物または本発明によるポリマーもしくはデンドリマーおよ
び少なくとも１つの溶剤を含む、配合物、特に溶液、分散液またはエマルションにさらに
関する。用いられ得る溶剤は、本発明による化合物を溶解する、またはそれらと懸濁液を
形成することができる、考え得る限りのあらゆるものである。本明細書においては、本発
明に従って、下記の溶剤が好ましい：ジクロロメタン、トリクロロメタン、モノクロロベ
ンゼン、ｏ－ジクロロベンゼン、テトラヒドロフラン、アニソール、モルホリン、トルエ
ン、ｏ－キシレン、ｍ－キシレン、ｐ－キシレン、１，４－ジオキサン、アセトン、メチ
ルエチルケトン、１，２－ジクロロエタン、１，１，１－トリクロロエタン、１，１，２
，２－テトラクロロエタン、酢酸エチル、ｎ－ブチルアセテート、ジメチルホルムアミド
、ジメチルアセトアミド、ジメチルスルホキシド、テトラリン、デカリン、インダンおよ
び／またはそれらの混合物。
【０２０６】
　溶液中の本発明による混合物または本発明によるポリマーもしくはデンドリマーの濃度
は、溶液の総重量に基づいて、好ましくは０．１～１０重量％、より好ましくは０．５～
５重量％である。溶液は、たとえば、ＷＯ２００５／０５５２４８Ａ１において記述され
ている通り、溶液の流動学的特性を相応に調整するために、１つ以上の結合剤を任意に含
んでいてもよい。
【０２０７】
　溶液の適正な混合および熟成後、これらは下記のカテゴリー：「完全」溶液、「境界」
溶液または不溶物の１つに分類される。境界線は、溶解度パラメーターを参照して、これ
らのカテゴリーの間に引かれる。対応する値は、文献、たとえば、「Ｃｒｏｗｌｅｙ，Ｊ
．Ｄ．、Ｔｅａｇｕｅ，Ｇ．Ｓ．Ｊｒ．およびＬｏｗｅ，Ｊ．Ｗ．Ｊｒ．、Ｊｏｕｒｎａ
ｌ　ｏｆ　Ｐａｉｎｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ、３８、４９６号、２９６（１９６６）」
から取得することができる。
【０２０８】
　溶剤混合物を使用してもよく、「Ｓｏｌｖｅｎｔｓ、Ｗ．Ｈ．Ｅｌｌｉｓ、Ｆｅｄｅｒ
ａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｓｏｃｉｅｔｉｅｓ　ｆｏｒ　Ｃｏａｔｉｎｇｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏ
ｇｙ、９～１０頁、１９８６」において記述されている通りに同定される。この種類のプ
ロセスは、組成物を溶解するいわゆる「非」溶剤の混合物をもたらし得るが、混合物中に
少なくとも１つの真溶剤を有することが望ましい。
【０２０９】
　配合物のさらに好ましい形態は、エマルション、より好ましくはミニエマルションであ
り、これらは特に異相系として調製され、ここで、第一相の安定なナノ液滴は、第二の連
続相中に分散される。
【０２１０】
　連続相が極性相であるミニエマルションおよびさらに連続相が無極性相である逆ミニエ
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マルションの両方が本発明において使用され得る。好ましい形態はミニエマルションであ
る。エマルションの動力学的安定性を増加させるために、界面活性剤を混和してもよい。
安定なミニエマルションを得るための、二相系のための溶剤、界面活性剤および加工の選
択は、専門知識に基づいて、または多数の刊行物、たとえば、Ｌａｎｄｆｅｓｔｅｒによ
る包括的な論文、Ａｎｎｕ．Ｒｅｖ，Ｍａｔｅｒ．Ｒｅｓ．（０６）、３６、２３１頁に
よって、この分野における当業者に知られているはずである。
【０２１１】
　電子または光電子素子におけるいわゆる薄層の使用について、本発明による混合物、本
発明によるポリマーもしくはデンドリマー、またはその配合物は、相応に適切なプロセス
によって蒸着され得る。素子、たとえばＯＬＥＤの液体コーティングは、真空蒸着技術よ
りも望ましい。溶液からの蒸着法が特に好ましい。好ましい蒸着技術は、本発明を相応に
制限することなく、浸漬コーティング、スピンコーティング、インクジェット印刷、活版
印刷、スクリーン印刷、ドクターブレードコーティング、ローラー印刷、逆ローラー印刷
、オフセットリソグラフィー、フレキソ印刷、ウェブ印刷、スプレーコーティング、ブラ
シコーティングまたはパッド印刷およびスロットダイコーティングを含む。インクジェッ
ト印刷が特に好ましく、高解像度ディスプレイの生成を可能にする。
【０２１２】
　本発明による溶液は、インクジェット印刷の助力により、またはマイクロディスペンシ
ングによって、既製の素子基板に適用され得る。この目標のためには、有機半導体層を基
板に適用するための、工業用圧電印刷ヘッド、たとえば、Ａｐｒｉｏｎ、日立工機、Ｉｎ
ｋｊｅｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ、Ｏｎ　Ｔａｒｇｅｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ、Ｐｉｃ
ｏｊｅｔ、Ｓｐｅｃｔｒａ、Ｔｒｉｄｅｎｔ、Ｘａａｒ製のものの使用が好ましい。加え
て、準工業用印刷ヘッド（たとえば、ブラザー、エプソン、コニカ、セイコーインスツル
、東芝テック製のもの）、または単一ノズルマイクロディスペンシング機器（たとえば、
ＭｉｋｒｏｄｒｏｐおよびＭｉｋｒｏｆａｂによって製造されたもの）を使用してもよい
。
【０２１３】
　本発明による化合物をインクジェット印刷またはマイクロディスペンシングによって適
用できるように、適切な溶剤中に最初に溶解すべきである。溶剤は、上記で言及した要件
に合うものでなくてはならず、選択された印刷ヘッドに対して悪影響を有してはならない
。加えて、溶剤は、印刷ヘッド内部の溶液の乾燥によって引き起こされるプロセス上の問
題を回避するために、１００℃超、好ましくは１４０℃超、より好ましくは１５０℃超の
沸点を有するべきである。上記で言及した溶剤以外に、下記の溶剤も適切である：置換お
よび無置換のキシレン誘導体、ジ－Ｃ1~2－アルキルホルムアミド、置換および無置換の
アニソールおよび他のフェノールエーテル誘導体、置換ヘテロ環、たとえば、置換ピリジ
ン、ピラプシン（pyrapsines）、ピリミジン、ピロリジノン、置換および無置換のＮ，Ｎ
－ジ－Ｃ1~2－アルキルアニリンならびに他のフッ素化または塩素化芳香族化合物。
【０２１４】
　インクジェット印刷による、本発明による混合物または本発明によるポリマーの蒸着の
ための好ましい溶剤は、１個以上の置換基により置換されているベンゼン環を含有するベ
ンゼン誘導体を含み、ここで、１個以上の置換基の炭素原子の総数は、少なくとも３個で
ある。故に、たとえば、ベンゼン誘導体は、プロピル基または３個のメチル基により置換
されていてもよく、ここで、各事例において、炭素原子の総数は少なくとも３個でなくて
はならない。この種類の溶剤は、溶剤を本発明による混合物または本発明によるポリマー
もしくはデンドリマーとともに含むインクジェット液体の形成を可能にし、スプレー中の
ノズルの目詰まりおよびコンポーネントの分離を低減させるまたは防止する。溶剤（複数
可）は、下記の例一覧：ドデシルベンゼン、１－メチル－４－ｔｅｒｔ－ブチルベンゼン
、テルピンオールリモネン（terpineollimonene）、イソズロール（isodurol）、テルピ
ノレン、シモールおよびジエチルベンゼン（dethylbenzene）から選択され得る。溶剤は
、２つ以上の溶剤を含む溶剤混合物であってもよく、ここで、溶剤のそれぞれは、好まし
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くは、１００℃より高い、より好ましくは１４０℃より高い沸点を有する。この種類の溶
剤は、蒸着層の膜形成を促進し、層誤差を低減させる。
【０２１５】
　インクジェット液体（すなわち、混合物、好ましくは、溶剤（複数可）、結合剤および
本発明による化合物のもの）は、好ましくは、２０℃で、１～１００ｍＰａ・ｓ、より好
ましくは１～５０ｍＰａ・ｓ、最も好ましくは１～３０ｍＰａ・ｓの粘度を有する。
【０２１６】
　本発明による混合物、ポリマーもしくはデンドリマーまたは配合物は、１つ以上のさら
なるコンポーネント、たとえば、表面活性物質、滑沢剤、湿潤剤、分散剤、撥水剤、接着
剤、流動性向上剤、消泡剤、空気蒸着剤（air deposition agent）、希釈剤を追加で含ん
でいてもよく、これらは、反応性または非反応性の物質、助剤、着色剤、色素もしくは顔
料、増感剤、安定剤または阻害剤であってもよい。
【０２１７】
　本発明は、有機エレクトロルミネッセンス素子における、本発明による上記で言及した
混合物、ポリマーまたはデンドリマーの使用にさらに関する。本発明による混合物、ポリ
マーまたはデンドリマーは、本明細書において、好ましくはエレクトロルミネッセンス層
として、またはその中に形成される。層は、好ましくは、本発明による配合物を支持体に
適用し、その後、溶剤を除去することによって形成される。
【０２１８】
　本発明は、本発明による混合物、ポリマー、デンドリマーまたは配合物を含有する電子
素子にさらに関する。
【０２１９】
　電子素子は、好ましくは、カソード、アノードおよび少なくとも１つの有機層を好まし
くは含み、有機層が、本発明による混合物、ポリマー、デンドリマーまたは配合物を含む
、有機エレクトロルミネッセンス素子である。
【０２２０】
　先ほど述べた通り、本発明による混合物、ポリマー、デンドリマーまたは配合物を含む
有機層は、好ましくは放出層である。加えて、有機エレクトロルミネッセンス素子は、各
事例において、１つ以上の正孔注入層、正孔輸送層、正孔ブロッキング層、電子輸送層、
電子注入層、電子ブロッキング層、電荷発生層、および／または有機もしくは無機Ｐ／Ｎ
接合を発生させる層から選択されるさらなる層を含んでいてもよい。エレクトロルミネッ
センス素子は、さらなる放出層を追加で含んでいてもよい。たとえば、励起子ブロッキン
グ機能を有するいわゆる中間層は、好ましくは２つの放出層の間に導入される。しかしな
がら、これらの層のそれぞれは、必ずしも存在しなくてはならないとは限らないことを指
摘すべきである。
【０２２１】
　有機エレクトロルミネッセンス素子は、好ましくは、平面形状を有し、かつ／またはフ
ァイバーの形態である。
【０２２２】
　本発明の意味でのファイバーは、長さ対直径の比が１０：１以上、好ましくは１００：
１である任意の形状を意味すると解され、ここで、縦軸に沿った横断面の形状は重要では
ない。縦軸に沿った横断面は、したがって、たとえば、円形、楕円形、三角形、長方形ま
たは多角形であってもよい。発光ファイバーは、それらの使用について好ましい特性を有
する。故に、それらは、とりわけ、治療的および／または化粧的光線療法の分野における
使用に適切である。この点におけるさらなる詳細は先行技術において（たとえば、ＵＳ６
５３８３７５、ＵＳ２００３／００９９８５８、Ｂｒｅｎｎｄａｎ　Ｏ’Ｃｏｎｎｏｒら
、（Ａｄｖ．Ｍａｔｅｒ．２００７、１９、３８９７～３９００および未公開特許出願Ｅ
Ｐ１０００２５５８．４において）記述されている。
【０２２３】
　有機エレクトロルミネッセンス素子が複数の放出層を含み、ここで、少なくとも１つの
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放出層が、本発明による混合物、ポリマーまたはデンドリマーを含むならば、これらの複
数の層は、好ましくは、全体で３８０ｎｍ乃至７５０ｎｍの複数の放出最大値を有し、総
合的に白色放出をもたらす、すなわち、蛍光を発するまたはリン光を発することができる
種々の放出化合物が放出層において使用される。三層系が特に好ましく、ここで、３つの
層は、青色、緑色および橙色または赤色放出を呈し、基本構造については、たとえばＷＯ
２００５／０１１０１３を参照されたい。
【０２２４】
　種々の層を本発明の目的に合わせて異なって適用することができる。たとえば、本発明
によるエレクトロルミネッセンス素子中の１つ以上の層を溶液から適用することができ、
１つ以上の層を昇華プロセスを介して適用することができ、ここで、材料は、１０-5ｍｂ
ａｒ未満、好ましくは１０-6ｍｂａｒ未満、特に好ましくは１０-7ｍｂａｒ未満の圧力で
の真空昇華ユニットにおける気相蒸着によって適用される。同じく、１つ以上の層を、Ｏ
ＶＰＤ（有機気相蒸着）プロセスを利用してまたはキャリアガス昇華の助力により適用す
ることが可能であり、ここで、材料は、１０-5ｍｂａｒ乃至１ｂａｒの圧力で適用される
。このプロセスの特殊な事例はＯＶＪＰ（有機蒸気ジェット印刷）プロセスであり、ここ
で、材料は、ノズルを経由して直接適用され、述べたように構造化される（たとえば、Ｍ
．Ｓ．Ａｒｎｏｌｄら、Ａｐｐｌ．Ｐｈｙｓ．Ｌｅｔｔ．２００８、９２、０５３３０１
）。
【０２２５】
　しかしながら、有機エレクトロルミネッセンス素子中の１つ以上の層が、溶液から、た
とえばスピンコーティングによって、または任意の所望の印刷プロセス、たとえば、スク
リーン印刷、フレキソ印刷もしくはオフセット印刷を利用して適用されることが特に好ま
しい。しかし、特に好ましくは、ＬＩＴＩ（光誘発性熱画像化、熱転写印刷）、またはイ
ンクジェット印刷である。これらのプロセスは、概して当業者に知られており、当業者に
よって問題なく有機エレクトロルミネッセンス素子に適用され得る。
【０２２６】
　素子は、通常、カソードおよびアノード（電極）を含む。電極（カソード、アノード）
は、本発明の目的に合わせて、考えられる最も効率的な電子または正孔注入を確保するた
めに、それらの仕事関数が、隣接する有機層の電位に可能な限り対応するような手法で選
択される。
【０２２７】
　カソードは、好ましくは、金属錯体；低い仕事関数を有する金属；種々の金属、たとえ
ば、アルカリ土類金属、アルカリ金属、主族金属またはランタノイド（たとえば、Ｃａ、
Ｂａ、Ｍｇ、Ａｌ、Ｉｎ、Ｍｇ、Ｙｂ、Ｓｍ等）を含む金属合金または多層構造を含む。
多層構造の事例において、比較的高い仕事関数を有するさらなる金属、たとえばＡｇを、
前記金属に加えて使用してもよく、この事例においては、金属の組合せ、たとえば、Ｃａ
／ＡｇまたはＢａ／Ａｇが概して使用される。高誘電率を有する材料の薄い中間層を、金
属カソードと有機半導体との間に導入することが好ましい場合もある。この目的に適切な
のは、たとえば、アルカリ金属またはアルカリ土類金属フッ化物であるが、対応する酸化
物（たとえば、ＬｉＦ、Ｌｉ2Ｏ、ＢａＦ2、ＭｇＯ、ＮａＦ等）もである。この層の層厚
さは、好ましくは１乃至１０ｎｍ、より好ましくは２～８ｎｍである。
【０２２８】
　アノードは、好ましくは、高い仕事関数を有する材料を含む。アノードは、好ましくは
、対真空で４．５ｅＶより大きい電位を有する。この目的に適切なのは、一方では、高い
酸化還元電位を有する金属、たとえば、Ａｇ、ＰｔまたはＡｕである。他方では、金属／
金属酸化物電極（たとえば、Ａｌ／Ｎｉ／ＮｉＯx、Ａｌ／ＰｔＯx）も好ましい場合があ
る。いくつかの用途では、有機材料の照射（Ｏ－ＳＣ）または光のカップリングアウト（
ＯＬＥＤ／ＰＬＥＤ、Ｏ－レーザー）のいずれかを可能にするために、電極の少なくとも
１つが透明でなくてはならない。好ましい構造は、透明なアノードを使用する。本明細書
において好ましいアノード材料は、伝導性混合金属酸化物である。インジウムスズ酸化物
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（ＩＴＯ）またはインジウム亜鉛酸化物（ＩＺＯ）が特に好ましい。伝導性ドープ有機材
料、特に伝導性ドープポリマーがさらに好ましい。
【０２２９】
　素子は、用途に応じて、それ自体が知られているように相応に構造化され、端子が設け
られ、この種類の素子の寿命は水および／または空気の存在下では大幅に短縮されるため
最終的には密封される。
【０２３０】
　本発明による有機エレクトロルミネッセンス素子は、好ましくは、有機エレクトロルミ
ネッセンス素子（ＯＬＥＤ）、有機電界効果トランジスタ（Ｏ－ＦＥＴ）、有機薄膜トラ
ンジスタ（Ｏ－ＴＦＴ）、有機発光トランジスタ（Ｏ－ＬＥＴ）、有機集積回路（Ｏ－ｌ
Ｃ）、有機太陽電池（Ｏ－ＳＣ）、有機電場消光素子（Ｏ－ＦＱＤ）、有機発光電気化学
電池（ＯＬＥＣ）、発光電気化学トランジスタ、有機感光体、「有機プラズモンダイオー
ド」、「有機プラズモン放出素子」または有機レーザーダイオード（Ｏ－レーザー）から
なる群から選択される。有機エレクトロルミネッセンス素子が特に好ましい。
【０２３１】
　本発明において記述されている態様の変形形態は、本発明の範囲内にあることを指摘す
べきである。本発明において開示されている各特色は、明示的に除外されているのでない
限り、同じ、同等のまたは同様の目的を果たす代替的な特色により置きかえられ得る。故
に、本発明において開示されている各特色は、別段の記載がない限り、包括的なシリーズ
の一例、または同等のもしくは同様の特色とみなされるべきである。
【０２３２】
　本発明のすべての特色は、ある特定の特色および／またはステップが相互に排他的でな
い限り、任意の手法で互いに組み合わせることができる。これは、特に、本発明の好まし
い特色に当てはまる。同等に、必須でない組合せの特色を別個に（かつ組み合わせずに）
使用することができる。
【０２３３】
　特色、特に本発明の好ましい態様のものの多くは、単に本発明の態様の一部としてだけ
でなく、それら自体が発明とみなされるべきであることを、さらに指摘すべきである。独
立保護は、現在特許請求されている各発明に加えて、またはその代替として、これらの特
色に認められていてもよい。
【０２３４】
　本発明とともに開示されている技術的行為についての教示を抜粋し、他の例と組み合わ
せることができる。
【０２３５】
　それによって制限されることを望まないが、下記の例により本発明をさらに詳細に説明
する。
【０２３６】
　合成および実施例：
　下記の材料を本発明において使用した：
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【化３７】

【０２３７】
　Ｅ１は緑色三重項エミッターであり、Ｊ．Ａｍ．Ｃｈｅｍ．Ｓｏｃ．２００１、１２３
、４３０４～４３１２に従って合成した。Ｅ２は赤色三重項エミッターであり、ＵＳ２０
０３００７２９６４Ａ１に従って合成した。
【０２３８】
　さらなる化合物の合成について以下で記述する：
　例１
　２，４－ビスビフェニル－３－イル－６－（３－ブロモフェニル）－１，３，５－トリ
アジンの合成

【化３８】

【０２３９】
　１７１ｇ（９５４ｍｍｏｌ）のビフェニル－３－カルボニトリル［２４９７３－５０－
０］を、８００ｍｌのジクロロベンゼン中、６０ｍｌ（４５４ｍｍｏｌ）の３－ブロモベ
ンゾイルクロリド［１７１１－０９－７］、１０ｍｌ（１３７ｍｍｏｌ）の塩化チオニル
および６０．６ｇ（４５４ｍｍｏｌ）の塩化アルミニウムの懸濁液に、１００℃でゆっく
り添加する。温度がわずかに上昇し、反応溶液は橙色になる。反応物を、混濁が消失する
まで１１５℃で撹拌する。反応物を１００℃に冷却し、塩化アルミニウムを添加し、混合
物を１００℃で２０時間撹拌する。溶液を室温に冷却し、３リットルのメタノールに注ぎ
入れ、さらに１時間撹拌し、結果として生じる沈殿物を吸引で濾過除去する。このように
して取得された沈殿物を、熱エタノール中で洗浄し、吸引で濾過除去し、真空で乾燥させ
、９２ｇ（１７０ｍｍｏｌ）の白色固体を得る。
【０２４０】
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　例２
　２，４－ビスビフェニル－３－イル－６－（４’－ビニルビフェニル－３－イル）－１
，３，５－トリアジン（Ｍ１）の合成
【化３９】

【０２４１】
　５０ｇ（９２．５ｍｍｏｌ）の２，４－ビスビフェニル－３－イル－６－（３－ブロモ
フェニル）－１，３，５－トリアジンおよび１３．８ｇ（９３．２ｍｍｏｌ）のスチレン
ボロン酸［２１５６－０４－９］を、３００ｍｌのトルエンに溶解し、１００ｍｌの２Ｍ
炭酸ナトリウム溶液を添加する。反応混合物を慎重に脱気し、２００ｍｇのテトラキスト
リフェニルホスフィンパラジウムを添加し、混合物を２０時間加熱還流する。溶液を室温
に冷却し、相を分離する。水相をトルエンで３回抽出し、合わせた有機相をその後水で２
回洗浄し、硫酸マグネシウムで乾燥させ、濾過し、溶剤を真空で揮散除去する。残留物を
イソプロパノールから再結晶させて、１８．８ｇ（３３．３ｍｍｏｌ）（３６％）の白色
固体を９９．７％の純度で得る。
【０２４２】
　例３
　５’－ｐ－ビニルフェニル－１，１’，３’，５’’－テルフェニル（Ｍ２）の合成
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【化４０】

【０２４３】
　３５ｇ（１１３ｍｍｏｌ）の５’－ブロモテルフェニル［１０３０６８－２０－８］お
よび１６．７ｇ（１１３ｍｍｏｌ）のスチレンボロン酸［２１５６－０４－９］を、３０
０ｍｌのトルエンに溶解し、１００ｍｌの２Ｍ炭酸ナトリウム溶液を添加する。反応混合
物を慎重に脱気し、２００ｍｇのテトラキストリフェニルホスフィンパラジウムを添加し
、混合物を２０時間加熱還流する。溶液を室温に冷却し、相を分離する。水相をトルエン
で３回抽出し、合わせた有機相をその後水で２回洗浄し、硫酸マグネシウムで乾燥させ、
濾過し、溶剤を真空で揮散除去する。残留物をイソプロパノールから再結晶させて、９９
．５％の純度を有する１４ｇ（４２ｍｍｏｌ）（３７％）の白色固体を得る。
【０２４４】
　例４
　［１，１’；３’，１’’］テルフェニル－５’－イル４’－ビニルビフェニル－３－
イルケトン（Ｍ３）の合成

【化４１】

【０２４５】
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　２５ｇ（６０．５ｍｍｏｌ）の（３－ブロモフェニル）－［１，１’；３’，１’’］
テルフェニル－５’－イルメタノンおよび９ｇ（６０．５ｍｍｏｌ）のスチレンボロン酸
［２１５６－０４－９］を、３００ｍｌのトルエンに溶解し、１００ｍｌの２Ｍ炭酸ナト
リウム溶液を添加する。反応混合物を慎重に脱気し、２００ｍｇのテトラキストリフェニ
ルホスフィンパラジウムを添加し、混合物を２０時間加熱還流する。溶液を室温に冷却し
、相を分離する。水相をトルエンで３回抽出し、合わせた有機相をその後水で２回洗浄し
、硫酸マグネシウムで乾燥させ、濾過し、溶剤を真空で揮散除去する。残留物をヘプタン
／アセトニトリル　１：１から再結晶させて、純度９９．９％の１２ｇ（２７ｍｍｏｌ）
（４５％）の白色固体を得る。
【０２４６】
　例５
　ジフェニル（４－ビニルフェニル）アミン（Ｍ４）の合成
【化４２】

【０２４７】
　１９ｇ（５３ｍｍｏｌ）のメチルホスホニウムブロミドを、保護ガス下、乾燥ＴＨＦに
懸濁し、６ｇ（５３ｍｍｏｌ）のカリウムｔｅｒｔ－ブトキシドを０℃で小分けにして添
加すると、橙色への即時の色変化が発生する。１４ｇ（５１．２ｍｍｏｌ）のＮ，Ｎ－ジ
フェニル－ｐ－アミノベンズアルデヒドを反応溶液に０℃で添加する。混合物を室温に加
温し、さらに２０時間撹拌する。溶剤を真空で揮散除去し、残留物をジクロロメタンに溶
かし、溶液を水で抽出し、硫酸マグネシウムで乾燥させ、濾過し、溶剤を真空で揮散除去
する。取得された黄色油をシリカゲル上でクロマトグラフィーにかけて、純度９９．５％
の１２ｇ（４４ｍｍｏｌ）（８６％）の白色固体を得る。
【０２４８】
　スチリル基を利用する重合のためのさらなるモノマー
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【化４３】

【０２４９】
　ヘテロレプティックイリジウム錯体Ｍ５／Ｍ６の合成
　ステップ１：
　１０ｍｍｏｌのビスアセチルアセトナートジクロロイリデートナトリウム（ＩＩＩ）［
７７０７２０－５０－８］および２４ｍｍｏｌのフェニルピリジンまたはフェニルイソキ
ノリンの混合物を、５０ｍｌのガラス製アンプル中に真空（１０-3ｍｂａｒ）で融解させ
る。アンプルを指示された温度で指示された時間加熱し、融解した混合物を磁気撹拌器の
助力により撹拌する。冷却した後（注：アンプルは通常、加圧下である）、アンプルを開
け、焼結ケーキを１００ｇのガラスビーズ（直径３ｍｍ）とともに１００ｍｌのジクロロ
メタン中で３時間撹拌し、プロセス中に機械的に消化する。微細懸濁液をガラスビーズか
らデカントで除き、固体を吸引で濾過除去し、真空で乾燥させる。
【０２５０】
　ステップ２：
　このようにして取得された式［Ｉｒ（Ｌ）２Ｃｌ］２の粗製クロロ架橋ダイマーを、３
００ｍｌのアセトンに懸濁し、４．４ｇ（２０ｍｍｏｌ）のトリフルオロ酢酸銀（Ｉ）［
２９６６－５０－９］を懸濁液に添加し、混合物を２時間加熱還流する。冷却した後、塩
化銀沈殿物を濾過除去し（Ｐ４）、４．８ｇ（２２ｍｍｏｌ）の６－（４－ビニルフェニ
ル）－２，４－ヘキサンジオン［５９９９０－７６－０］および１０ｍｌのトリエチルア
ミンを濾液に添加し、混合物を室温で２０時間撹拌する。真空でのアセトンの除去後、残
留物を２００ｍｌのジクロロメタンに溶かし、約１０ｃｍの長さを持つ酸化アルミニウム
カラム（酸化アルミニウム、塩基性、活性グレード１）に通して濾過する。濾液の蒸発後
、残留物を、酸化アルミニウム（酸化アルミニウム、塩基性、活性グレード（１）上で、
ジクロロメタンを用いて、９９．５％より高い、好ましくは９９．９％より高い純度（Ｈ
ＰＬＣ）に到達するまでクロマトグラフィーにかける。
【０２５１】
　例６
　重合可能な基としてのスチリル基のための一般的な重合手順
　表１において指示されている組成物中のモノマーＭ１～Ｍ４およびスチレン（Ｍ５およ
びＭ６）を、２０ｍｌのトルエンに、１ｍｏｌ／ｌの濃度にて、保護ガス下、８０℃で溶
解する。６４ｍｇのＡｌＢＮをその後添加し、混合物を８０℃でさらに２時間撹拌する。
反応溶液を室温に冷却し、ポリマーは、１００ｍｌのメタノール中への沈殿（パスツール
ピペットをゆっくり使用する）によって取得される。白色沈殿物を吸引で濾過除去し、そ
の後トルエンに再溶解し、メタノール中で再沈殿させ、吸引で濾過除去する。ポリマーを
、真空乾燥キャビネット（ＶＤＣ）内で乾燥させる。
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【０２５２】
　ポリマーの分子量および収率が表２に収載されており、ここで、Ｐ２～Ｐ４およびＰ６
～Ｐ８は本発明によるポリマーであり、Ｐ１およびＰ５は比較用ポリマーである。
【表１】
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【表２】

【０２５３】
　例７
　４－［２－（２，５－ジブロモフェニル）エチル］フェニル｝ジフェニルアミン（Ｓ１
）

【化４４】

【０２５４】
　１３．１ｇ（４８ｍｍｏｌ）のジフェニル（４－ビニルフェニル）アミンおよび１２ｇ
（２５ｍｍｏｌ）の９－ＢＢＮダイマーを、２００ｍｌのトルエンに、室温、保護ガス下
で溶解し、２０時間撹拌する。反応中に、９－ＢＢＮの懸濁液がゆっくり溶解する。１７
ｇ（４８ｍｍｏｌ）の１，４－ジブロモ－２－ヨードベンゼン［８９２８４－５２－６］
および５０ｍｌの１Ｍ　ＮａＯＨ溶液を、その後反応溶液に添加する。反応混合物を慎重
に脱気し、２００ｍｇのテトラキストリフェニルホスフィンパラジウムを添加し、混合物



(87) JP 6258036 B2 2018.1.10

10

20

30

40

を２０時間加熱還流する。溶液を室温に冷却し、相を分離する。水相をトルエンで３回抽
出し、合わせた有機相をその後水で２回洗浄し、硫酸マグネシウムで乾燥させ、濾過し、
溶剤を真空で揮散除去する。残留物をエタノール／トルエン　３：１から再結晶させて、
９９．８％の純度を有する２３．６ｇ（４６．６ｍｍｏｌ）（９７％）の白色固体を得る
。
【０２５５】
　下記のモノマーＳ２～Ｓ４は、モノマーＳ１（４－［（２，５－ジブロモフェニル）エ
チル］フェニル｝ジフェニルアミン）の合成と類似して、それらの対応するビニル化合物
から調製される。
【０２５６】
　例８
　４’－［２－（２，５－ジブロモフェニル）エチル］ビフェニル－３－イル｝－［１，
１’；３’，１’’］テルフェニル－５’－イルメタノン（Ｓ２）
【化４５】

【０２５７】
　例９
　４－［２－（２，５－ジブロモフェニル）エチル］－［５’－フェニル］［１，１’；
３’，１’’］テルフェニル（Ｓ３）

【化４６】

【０２５８】
　例１０
　２，４－ビスビフェニル－３－イル－６－｛４’－［２－（２，５－ジブロモフェニル
）エチル］ビフェニル－３－イル｝－１，３，５－トリアジン（Ｓ４）
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【化４７】

【０２５９】
　ビス－（４－ブロモフェニル）ジフェニルシラン

【化４８】

【０２６０】
　３３．９ｇ（１４４ｍｍｏｌ）の１，４－ジブロモベンゼンを、内部温度計、撹拌棒、
アルゴンブランケットおよび滴下漏斗付きの加熱乾燥した１０００ｍｌの四つ口フラスコ
内、３００ｍｌの無水ＴＨＦに溶解し、－７５℃に冷却する。９０ｍｌ（１４４ｍｍｏｌ
）のｎ－ブチルリチウム（ヘキサン画分中１．６Ｍ）を、３０分間にわたって滴下添加し
、混合物をその後この温度で１時間撹拌する。次いで、６０ｍｌのＴＨＦ中の１５．３ｍ
ｌ（１８．３ｇ、７２ｍｍｏｌ）のジフェニルジクロロシランを－７５℃で滴下添加し、
混合物を室温に終夜加温する。溶剤を除去し、残留物をジクロロメタンに懸濁し、濾過す
る。溶剤を濾液から除去し、生成物を、ブタノールから２回およびヘプタン／トルエンか
ら２回再結晶させて、１６．８ｇ（理論の４７％）をＨＰＬＣにより９９．９％の純度で
得る。
【０２６１】
　ビス－（４－ボロランフェニル）ジフェニルシラン（Ｓ７）



(89) JP 6258036 B2 2018.1.10

10

20

30

40

【化４９】

【０２６２】
　２５．２ｇ（５１ｍｏｌ）のビス－（４－ブロモフェニル）ジフェニルシランを、２５
０ｍｌのジオキサンに溶解し、２５．９ｇ（１０２ｍｏｌ）のビス（ピナコラト）ジボラ
ンおよび１０．８３ｇ（２．９モル当量、０．１１ｍｏｌ）の酢酸カリウムを添加する。
１．１１ｇ（１．４ｍｍｏｌ）の１，１－ビス（ジフェニルホスフィノ）フェロセンパラ
ジウム（ＩＩ）クロリド（ジクロロメタンとの錯体（１：１）、Ｐｄ１３％）をその後添
加し、バッチを１１０℃に加温する。ＴＬＣ確認の後、バッチを室温に冷却し、２００ｍ
ｌの水を添加し、相を分離する。有機相を水で洗浄し、水相を酢酸エチルで抽出し、次い
で合わせた有機相を硫酸マグネシウムで乾燥させ、濾過し、溶剤を真空で揮散除去する。
残留物をエタノールから再結晶させて、純度９９．９％の１２ｇ（２７ｍｍｏｌ）（４５
％）の白色固体を得る。
【０２６３】
　例１１
　鈴木重合のためのさらなるモノマー

【化５０】

【０２６４】
　Ｓ５およびＳ６は、ＤＥ１０２００９０２３１５４に従って調製される。
【０２６５】
　臭素化Ｉｒ（ａｃａｃ）錯体Ｓ８およびＳ９のための一般的合成
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【化５１】

【０２６６】
　式［Ｉｒ（Ｌ）２Ｃｌ］２のクロロ架橋ダイマー（１８ｍｍｏｌ）を、３００ｍｌのア
セトンに懸濁し、４．４ｇ（４５ｍｍｏｌ）のアセチルアセトネートおよび２００ｍｇの
炭酸ナトリウムを懸濁液に添加し、混合物を不活性ガス雰囲気下で１２～１５時間加熱還
流する。室温に冷却した後、沈殿物を濾過除去し、濾液を水、ヘプタンおよびアセトンで
洗浄する。粗生成物を、酸化アルミニウム（酸化アルミニウム、塩基性、活性グレード（
１）上で、ジクロロメタンを用いて、９９．５％より高い、好ましくは９９．９％より高
い純度（ＨＰＬＣ）に到達するまでクロマトグラフィーにかける。
【０２６７】
　例１２
　重合可能な基としてのモノマーＳ１～Ｓ９の鈴木重合のための一般的な重合手順
　本発明によるポリマーＰ１０～Ｐ１２およびＰ１４～Ｐ２０ならびに比較用ポリマーＰ
９およびＰ１３は、ＷＯ０３／０４８２２５Ａ２に従い、下記のモノマー（百分率＝ｍｏ
ｌ％）を使用する鈴木カップリングによって合成する。
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【表３】

【０２６８】
　例１３
　ＯＬＥＤの生成
　有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）の生成については、文献において（たとえばＷＯ２０
０４／０３７８８７Ａ２において）既に何度も記述されている。例として本発明を説明す
るために、表１～３のポリマーＰ１～Ｐ２０を含むＯＬＥＤは、スピンコーティングによ
って生成される。
【０２６９】
　この目標のために、Ｔｅｃｈｎｏｐｒｉｎｔ製の基板（ソーダ石灰ガラス）にＩＴＯ構
造（インジウムスズ酸化物、透明な伝導性アノード）を適用したものを使用する。
【０２７０】
　基板を、クリーンルーム内、脱イオン（ＤＩ）水および洗浄剤（デコネックス１５ＰＦ
）で清浄化し、次いで、ＵＶ／オゾンプラズマ処理によって活性化する。次いで、ＰＥＤ
ＯＴの８０ｎｍの層（ＰＥＤＯＴは、Ｈ．Ｃ．Ｓｔａｒｃｋ、Ｇｏｓｌａｒ製のポリチオ
フェン誘導体（バイトロンＰ　ＶＡＩ　４０８３ｓｐ．）であり、これは、水分散液とし
て供給される）を、クリーンルーム内と同じくスピンコーティングにより、緩衝層として
適用する。必須のスピン速度は、希釈度および具体的なスピンコーターの形状によって決
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まる（典型的には、８０ｎｍで４５００ｒｐｍ）。残留水を層から除去するために、基板
を１８０℃のホットプレート上で１０分間加熱することにより、乾燥させる。次いで、不
活性ガス雰囲気（窒素またはアルゴン）下、最初に２０ｎｍの中間層（典型的には正孔支
配ポリマー、ここではＭｅｒｃｋ製ＨＩＬ－０１２）、次いで８０ｎｍの放出層（ＥＭＬ
）を、トルエン溶液（中間層の濃度５ｇ／ｌ）から適用する。ＯＬＥＤ中のＥＭＬ組成物
を表に指示する。２つの層を１８０℃で少なくとも１０分間加熱することにより、乾燥さ
せる。次いで、Ｂａ／Ａｌカソードを、気相蒸着（Ａｌｄｒｉｃｈ製高純度金属、特にバ
リウム９９．９９％（注文番号４７４７１１）；Ｌｅｓｋｅｒまたは他社製気相蒸着ユニ
ット、典型的な気相蒸着圧力５×１０6ｍｂａｒ）によって適用する。特にカソードを空
気および大気中水分から保護するために、素子を最終的には封入し、次いで特徴づける。
【表４】

【０２７１】
　この目標のために、基板サイズに合わせて特別に製造され、かつバネ端子が設けられた
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ホルダーに、素子を固定する。外部光による影響を排除するために、アイレスポンスフィ
ルター（eye response filter）付きのフォトダイオードを計測ホルダーに直接付着させ
てよい。
【０２７２】
　電圧は、典型的には、０から最大値へ上昇する。０．２Ｖ刻みで２０Ｖにし、再度低減
させる。各計測点について、素子を経由する電流およびフォトダイオードから取得される
光電流を計測する。このようにして、試験素子のＩＶＬデータを取得する。重要な特徴量
は、計測された最大効率（「ｅｆｆ．」、単位ｃｄ／Ａ）および１００ｃｄ／ｍ2に必要
とされる電圧Ｕ100である。
【０２７３】
　加えて、試験素子の色および正確なエレクトロルミネッセンススペクトルを知るために
、１００ｃｄ／ｍ2に必要とされる電圧を最初の計測の後で再度印加し、フォトダイオー
ドをスペクトル計測ヘッドにより置きかえる。これを、光ファイバーにより分光計（Ｏｃ
ｅａｎ　Ｏｐｔｉｃｓ）に接続する。色座標（ＣＩＥ：国際照明委員会、１９３１年標準
観測者）は、計測したスペクトルから導くことができる。
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【表５】

【０２７４】
　結果から分かるように、ＯＬＥＤ２およびＯＬＥＤ３は、効率についてＯＬＥＤ１を上
回る有意な改善を表し、ＯＬＥＤ４およびＯＬＥＤ６はＯＬＥＤ５を、ＯＬＥＤ１０およ
びＯＬＥＤ１１はＯＬＥＤ９を、ＯＬＥＤ１４およびＯＬＥＤ１５はＯＬＥＤ１３を上回
る改善を表す。ＯＬＥＤ１、ＯＬＥＤ５、ＯＬＥＤ９およびＯＬＥＤ１３は、先行技術に
従う素子であり、ここで、２つの別個の三重項エミッターＥ１およびＥ２がマトリックス
中に同時にドープされている。また、ＯＬＥＤ２、ＯＬＥＤ３、ＯＬＥＤ４、ＯＬＥＤ６
、ＯＬＥＤ１０、ＯＬＥＤ１１、ＯＬＥＤ１４、ＯＬＥＤ１５およびＯＬＥＤ１７～２０
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は、本発明による素子であり、ここで、エミッターの少なくとも１つがマトリックス（ポ
リマー）と共有結合している。
【０２７５】
　ＯＬＥＤ４、ＯＬＥＤ８、ＯＬＥＤ１２およびＯＬＥＤ１６は、同じく本発明による素
子であり、ここで、２つのエミッターがマトリックス（ポリマー）と共有結合している。
これらは、同じく、効率について、先行技術に従うＯＬＥＤを上回る有意な改善を呈する
。
【０２７６】
　本発明によるＯＬＥＤの効率的なエネルギー伝達の原因は、マトリックス中の放出単位
の共有結合であると考えられる。本発明による本技術的教示に基づいて、異なる可能性を
利用して発明性なしにさらなる最適化を実現することが可能であろう。故に、さらなる最
適化は、たとえば、マトリックス中の別のＥＴＭおよびもしくはＨＴＭ、ならびに／また
はエミッター単位の使用によって、実現することができる。
【０２７７】
　例１４
　９－（４－ビニルフェニル）－１０－（２’－ナフチル）アントラセン（Ｍ７）の合成
【化５２】

【０２７８】
　２５ｇ（６５．２ｍｍｏｌ）の（９－ブロモ－１０－ナフチルフェニル）アントラセン
［４７４６８８－７３－８］および９．７ｇ（６０．５ｍｍｏｌ）のスチレンボロン酸［
２１５６－０４－９］を、３００ｍｌのトルエンに溶解し、１００ｍｌの２Ｍ炭酸ナトリ
ウム溶液を添加する。反応混合物を慎重に脱気し、２００ｍｇのテトラキストリフェニル
ホスフィンパラジウムを添加し、混合物を２０時間加熱還流する。溶液を室温に冷却し、
相を分離する。水相をトルエンで３回抽出し、合わせた有機相をその後水で２回洗浄し、
硫酸マグネシウムで乾燥させ、濾過し、溶剤を真空で揮散除去する。残留物をヘプタン／
アセトニトリル　１：１から再結晶させて、純度９９．９％の１１．１ｇ（２７．４ｍｍ
ｏｌ）（４２％）の淡緑色固体を得る。
【０２７９】
　例１５
　ＰＳ－ＰＥＯブロックコポリマーのための一般的な重合手順
　下記の一般式
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【化５３】

【０２８０】
に従うＰＳ－ＰＥＯブロックコポリマーは、下記の一般的手順に従って合成され、ここで
、Ｄは異なる官能基であってよい。
【０２８１】
　一般的な重合手順：
　表６において指示されている組成物中のモノマーＭ１～Ｍ４およびＭ７を、２０ｍｌの
トルエンに、１ｍｏｌ／ｌの濃度にて、保護ガス下、室温で溶解する。５ｍｏｌ／％のｓ
ｅｃブチルリチウム（ヘキサン中２Ｍ）をその後添加し、混合物を室温でさらに２時間撹
拌する。表６において指示されている量のエチレンオキシドを、その後、末端基官能化の
ために反応溶液に添加する。重合は、カリウムｔｅｒｔ－ブトキシドおよび用いられるト
ルエンに基づき０．５当量のＤＭＳＯの添加により、再開される。重合は、０．１Ｍメタ
ノール性ＨＣｌ溶液の添加により停止され、ポリマーは、１００ｍｌのメタノール中への
沈殿（パスツールピペットをゆっくり使用する）によって取得される。白色沈殿物を吸引
で濾過除去し、その後トルエンに再溶解し、メタノール中で再沈殿させ、吸引で濾過除去
する。ポリマーをＶＤＣ内で乾燥させる。
【０２８２】
　ポリマーの分子量および収率が表７に収載されている。

【表６】
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【表７】

【０２８３】
　例１６
　ＰＳ－ＰＥＯブロックコポリマーおよび他の官能化合物を含む配合物
　表８にまとめられている溶液は、次のようにして調製され、ここで、ＬｉＴｒｆは、ト
リフルオロメタンスルホン酸リチウム（ＬｉＴｆ、９９．９９５％金属主成分；Ａｌｄｒ
ｉｃｈ）を表し、下記の式中のＥ３は、一重項青色エミッターである。Ｅ３は、ＷＯ２０
０８／００６４４９に従って合成される。
【化５４】

【０２８４】
　第一に、表８において指示されている組成物に従うポリマーおよびエミッターを、シク
ロヘキサノンに１０ｍｇ／ｍｌの濃度で溶解し、溶液が透明になるまで撹拌する。溶液を
、ＭｉｌｌｉｐｏｒｅマイレクスＬＳ、疎水性ＰＴＦＥ５．０μｍフィルターを使用して
濾過する。溶液は、第一の原液である。
【０２８５】
　第二の原液は、次のようにして調製される：ＬｉＴｒｆを、シクロヘキサノンに５ｍｇ
／１ｍｌの濃度で溶解し、溶液が透明になるまで撹拌する。溶液を、「Ｍｉｌｌｉｐｏｒ
ｅマイレクスＨＶ、０．４５μｍ、ＰＶＤＦ」フィルターを使用して濾過する。
【０２８６】
　溶液ＯＬＥＣ１～４は、第一の原液および第二の原液を１：０．０６６の体積比で混合
することによって調製される。次いで、溶液を３時間撹拌する。
【０２８７】
　溶液ＯＬＥＣ１～４は、ＯＬＥＣの放出層をコーティングするために使用される。対応
する固体組成物は、溶液の溶剤を蒸発させることによって取得され得る。これは、さらな
る配合物の調製に使用され得る。
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【表８】

【０２８８】
　例１７
　ＯＬＥＣの生成
　層構造：ＩＴＯ／ＰＥＤＯＴ／中間層／ＥＭＬ／カソードを有するＯＬＥＣ１～４は、
次のようにして構築される。中間層を除けば、生成は、例１３において上述した通りのＯ
ＬＥＤのものと同一である。
【０２８９】
　種々のＯＬＥＣにおけるＥＭＬ組成物が表８において指示されている。ＥＭＬ層は、ス
ピンコーティングによって適用され、５０℃で少なくとも３０分間加熱することによって
乾燥する。次いで、１００ｎｍのＡｌカソードを、気相蒸着（Ａｌｄｒｉｃｈ製高純度金
属、特にバリウム９９．９９％（注文番号４７４７１１）；数ある中でもＬｅｓｋｅｒ製
の気相蒸着機器、典型的な気相蒸着圧力５×１０-6ｍｂａｒ）によって適用する。特にカ
ソードを空気および大気中水分から保護するために、素子を最終的には封入し、次いで特
徴づける。
【０２９０】
　ＯＬＥＣ１～４は、例１３において記述されている方法を使用して特徴づけられる。

【表９】

　以下に、本願の出願当初の請求項を実施の態様として付記する。
　［１］　（ｃ）少なくとも１種のリン光性エミッター単位を含有する化合物Ａ、および
　（ｄ）少なくとも１種の放出単位を含有する化合物Ｂを含み、２つの化合物ＡおよびＢ
の少なくとも一方が、ポリマーまたはデンドリマーである混合物。
　［２］　前記ポリマーまたはデンドリマーは、ホスト材料の群から選択される少なくと
も１種の繰り返し単位を含有する、［１］に記載の混合物。
　［３］　化合物Ｂの放出単位の少なくとも１種は蛍光エミッター単位である、［１］又
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は［２］に記載の混合物。
　［４］　化合物Ｂの放出単位の少なくとも１種はリン光性エミッター単位である、［１
］～［３］の１項以上に記載の混合物。
　［５］　前記リン光性エミッター単位は金属－リガンド配位化合物を含む単位である、
［４］に記載の混合物。
　［６］　化合物ＡおよびＢの一方がポリマーまたはデンドリマーであり、他方が４００
０ｇ／ｍｏｌ以下の分子量を有する化合物である、［１］～［５］の１項以上に記載の混
合物。
　［７］　化合物Ａおよび／または化合物Ｂが主鎖骨格を含有するポリマーである、［１
］～［５］の１項以上に記載の混合物。
　［８］　前記ポリマーは側鎖を有する、［７］に記載の混合物。
　［９］　前記ポリマーは共役または非共役ポリマーである、［７］又は［８］に記載の
混合物。
　［１０］　前記放出単位は、主鎖骨格中に繰り返し単位として存在するか、側鎖中に繰
り返し単位として存在する、［９］に記載の混合物。
　［１１］　電荷輸送単位が側鎖中に存在する、［８］～［１０］の１項以上に記載の混
合物。
　［１２］　電荷輸送単位が正孔輸送単位または電子輸送単位である、［１１］に記載の
混合物。
　［１３］　電荷輸送単位が２つの側鎖中に存在し、一方の電荷輸送単位が正孔輸送単位
であり、他方の電荷輸送単位が電子輸送単位である、［１１］又は［１２］に記載の混合
物。
　［１４］　主鎖骨格が、化合物Ａのリン光性エミッター単位および化合物Ｂのエミッタ
ー単位の三重項準位よりも高いエネルギーを有する三重項準位を有する、［７］～［１３
］の１項以上に記載の混合物。
　［１５］　化合物Ａ及びＢが、各々、ポリマー又はデンドリマーである、［７］～［１
４］の１項以上に記載の混合物。
　［１６］　化合物Ａ及びＢの一方の放出バンドの最大値が、他方の化合物の放出バンド
の最大値よりも短い波長である、［１］～［１５］の１項以上に記載の混合物。
　［１７］　化合物Ａの放出バンドが、化合物Ｂの吸収バンドの波長範囲と重複する波長
範囲内である、［１］～［１６］の１項以上に記載の混合物。
　［１８］　化合物Ａの放出バンドの最大値は青色光の波長領域内であり、化合物Ｂの放
出バンドの最大値は緑色または赤色光の波長領域内である、［１］～［１７］の１項以上
に記載の混合物。
　［１９］　化合物Ａの放出バンドの最大値は緑色光の波長領域内であり、化合物Ｂの放
出バンドの最大値は赤色光の波長領域内である、［１］～［１７］の１項以上に記載の混
合物。
　［２０］　リン光性エミッター単位Ａ１および放出単位Ｂ１を含有するポリマーまたは
デンドリマーであって、前記単位Ａ１とＢ１が互いに共役していないポリマーまたはデン
ドリマー。
　［２１］　単位Ａ１は該ポリマーの主鎖骨格中の繰り返し単位であり、単位Ｂ１は該主
鎖骨格に側鎖として連結している、［２０］に記載のポリマーまたはデンドリマー。
　［２２］　単位Ａ１とＢ１は、該ポリマーの主鎖骨格中の繰り返し単位である、［２０
］に記載のポリマーまたはデンドリマー。
　［２３］　リン光性エミッター単位Ａ１、また放出単位Ｂ１の双方が、金属－リガンド
配位化合物単位である、［２０］～［２２］の１項以上に記載のポリマーまたはデンドリ
マー。
　［２４］　電子デバイスにおける［１］～［１９］の１項以上に記載の混合物、あるい
は、［２０］～［２３］の１項以上に記載のポリマーまたはデンドリマーの使用。
　［２５］　［１］～［１９］の１項以上に記載の混合物、あるいは、［２０］～［２３
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］の１項以上に記載のポリマーまたはデンドリマーを含有する有機エレクトロルミネッセ
ンス素子であって、好ましくは、有機発光素子（ＯＬＥＤ）、有機発光電気化学電池（Ｏ
ＬＥＣ）、有機発光トランジスタ（ＯＬＥＴ）、有機集積回路（Ｏ－ｌＣ）、有機電界効
果トランジスタ（Ｏ－ＦＥＴ）、有機薄膜トランジスタ（Ｏ－ＴＦＴ）、有機太陽電池（
Ｏ－ＳＣ）、色素増感有機太陽電池（ＤＳＳＣ）、有機光学検波器、有機感光体、有機電
場消光素子（Ｏ－ＦＱＤ）、有機レーザーダイオード（Ｏ－レーザー）及び「有機プラズ
モン放出素子」からなる群から選択される有機エレクトロルミネッセンス素子。
　［２６］　［１］～［１９］の１項以上に記載の混合物、または、［２０］～［２３］
の１項以上に記載のポリマーもしくはデンドリマー、及び、少なくとも１種の溶剤を含有
する配合物、特に、溶液、分散液又はエマルジョン。
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